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研究概略
昭和37年4月,東京警察病院でのイソターン(医師実地修練)を修了した私は東北大学大学
院医学研究科に入学した。所属は新進気鋭の菊地吾郎教授が主宰する医化学教室である。菊地
教授は,ヘモクロビンのへムを描成するポルフィリンの合成,ことにその素材となるδーアξノ
レプリン酸合成酵素の研究で名を馳せ,日木医大出身で30才台の若さで東北大学の教授にな0
た鬼才である。その最初の大学院生として,本川雄太郎氏(現徳島大学酵素研究センター長)
とと、に菊地門下に入門した。菊地教授の研究室では,光合成細菌を使0ての求ルフ'りン合
成の研究が盛んに行われてVた。私に最わNこ与えられた研究テーマはビタξソBⅡの関与する
代謝の研究であり, odu0柳ω1郷と呼ぱれる細菌を使って,微量のビタミソB12を定量
(Bioassay)することであ0た。この研究がどのような意味を持つかと,新入の大学院生が赦
授に聞きただし,周りの先輩にあきれられた。その後,どういう訳か,アセチルー COA に炭
酸を固定してビルビン酸を生成する酵素があるはずだと,今度は, RhodoSつか辺1御π●πnπ主
しう光合成細菌を使ってこの酵素の発見を試みることにな0た。 CHでラベルLた炭酸が,ビ
ルビソ酸に入るかどうか,一生懸命探したが, CMはビルビン酸に入ることなく,「こんな酵素
はありません」と數授と激しく議論をした。のちに,京都大学の研究室でこの酵素を見つけた
が,今老えてみると,これは菌株の相述であ0たかもしれなしし,フェレドキシソの関与する
この酵素の活性発現には,酸化還元電位が重要であり,その後,歯学部で開発・使用した嫌気
実験システムを使えば,うまく Vうたのか、しれない。この研究に関しては,のちに菊地教授
から,「山田君,ありもしない酵素を探せ探せと強制して申L訳なかった」と謝られ,大学院生
に謝る菊地教授の率直さに痛く感動した。このような研究の過程で,イタコン酸,メサコン酸
などグルタミソ酸代謝の中間体が,グルタミン酸の代謝を強く阻害することを見つけ,光合成
細菌 R110d叩S叔do"1ω1αS SつhのoideS のアミノ酸・有機酸代謝に対するメサコン酸などの阻害機
構についての研究で医学博士を授与された。
大学院終了後まもなく,創立されたぱかりの東北大学歯学部目腔生化学講座(荒谷真平教授)
に移籍し,以来,一貫して歯の表面に付着Lたバクテリアが糖を代謝Lて酸に変え棚蝕(むし
歯)を起こす生化学的機構と,それに関連する歯垢微生物の代謝につして研究をしてきた。1970年
には,荒谷教授のもとで,当時再発見されて話題となってVた誕蝕誘発性レソサ球菌(今日で
は ミ ニ ー タ ン ス . レ ソ サ 球 菌  m u t a n s  s t t e p t o c o c c i  と 呼 ぱ れ る ) の 糖 代 謝 機 構 を 解 明 し て , 国
際 誌  A T c h i v e s  o f  o T a l  B i 0 1 0 g y  に 発 表 し た 。 こ の こ 上 は , そ の 後 多 く の B 本 の 歯 学 研 究 者 が 国
際 誌 に そ の 成 果 を 発 表 す る き っ か け を 与 え た と 聞 い て し る 。 ほ ぼ 時 を 同 じ く し て , 樋 口 允 子 博
一 上 と の 兵 同 研 究 で ,  C 1 1 で ラ ベ ル L た ス ク ロ ー ス を 使 し , 歯 垢 中 で は グ ル カ ン よ り 多 く の フ ル
ク タ ソ が っ く ら れ る こ 占 を 発 見 し , こ れ 1 .  A r c h i v e s  o f  o t a l  B i 0 1 0 部 に 発 表 し た 。 同 誌 に 投 稿
後 , 樋 I J 博 士 が 渡 米 L , そ の 論 文 の 校 正 は ほ と ん ど 私 が し な け れ ぱ な ら な か っ た 。 樋 Π 愽 士 は ,
そ の 後 ,  V く っ か の 注 目 さ れ る 論 文 を 発 表 L た が , 最 終 的 に は こ の 論 文 が 樋 口 博 士 の 最 も 大 き
な 貢 献 で は な か 。 た か と 考 え て し る 。 し か し , 歯 垢 中 の ・ 一 部 の 細 菌 の 糟 代 謝 を 調 べ る と V ら 地
道 な 研 究 は , 歯 科 氏 学 の 発 展 に は あ ま り 貢 献 し な い と 秀 え ら れ , 毎 年 2 題 以 上 の 課 題 を 応 募 L
た に 、 か か 力 ら 十 , 1 2 年 間 に 渡 り , 科 研 費 を 一 度 、 も ら え な V と し ら 財 政 上 の 苦 悩 を 背 負 う 日
々 で 、 あ っ た 。
1 9 7 2 年 来 , 共 同 研 究 の た め 何 回 も ス ウ ェ ー デ ソ に 波 り , 王 立 ウ ー メ オ 大 学 の 力 ー ル ソ ソ
( J a n  c a r l s s o n ) 教 授 と 多 く の 共 同 研 究 を 行 0 ナ C 。 そ の き 0 か け と な 0 た の は , ミ ュ ー タ ン ス '
レ ソ サ 球 菌 の 糖 代 謝 に 関 す る 研 究 て あ り , 日 本 で は ほ と ん ど 評 価 さ れ な か 0 た こ の 研 究 が , 地
味 な が ら し 。 か り し た 仕 事 て あ る と ス ウ = ー デ ン の 科 学 評 議 会 か ら 商 く 評 価 さ れ , 多 額 の 研 究
費 を 支 給 さ れ た 。 賛 木 で は 全 く 科 研 費 を も ら え な か っ 九 研 究 計 画 で あ る 。
最 初 に 行 「 た 研 究 は , 口 腔 レ ン サ 球 菌 の ア ミ ノ 酸 代 謝 に 関 連 す る も の て あ り ,  S 加 P m m m ι S
S α π g N i s  ( 現 在 で は  S .  S α π ξ 1 ι 力 訂 ' S  上 呼 ぱ れ る ) の ア γ モ ニ ア 固 定 の 機 構 に 関 連 L て , 永 ス 永 =
ノ ー ル . ピ ル ビ ソ 酸 に 炭 酸 を 固 定 し て オ キ サ ロ 酢 酸 を っ く る 酵 素 ( P E p  c a r b o x y l a s e ) が フ , ー
ル 酸 に よ 。 て 活 性 化 さ れ る ニ ニ ー ク な も の で あ る こ と を 発 見 し た 。 舗 国 後 , 岩 見 憙 道 博 士 と の
共 同 で , フ ン モ ニ ア 固 定 の 最 初 の 段 階 は グ ル タ ミ ソ 酸 脱 水 素 酵 素 で 行 わ れ , そ の 7  ξ ノ 基 が 上
記 の 酵 業 に よ 。 て っ く ら れ た オ キ サ ロ 酢 酸 に 転 移 さ れ る こ と を 証 明 し た 。 な か て 、 , 私 と 力 ー
ル ソ ソ 教 授 に と 。 て も 最 高 傑 作 の 論 文 と た 0 た 研 究 は , 1 9 7 4 年 に ス ウ ェ ー デ ソ 科 学 評 議 会 か ら
再 度 の 研 究 費 支 給 を 受 け て 行 わ れ , 1 9 7 5 年 に  J o u m a l o f  B a d e r i o ] o g y  に 発 表 さ れ た 。 そ れ は ,
糖 の 襖 度 の 変 化 に よ 「 て 歯 垢 中 の バ ク テ リ ア が 酸 を っ く る 様 相 を ・ 一 変 さ せ る 生 化 学 機 構 を 解 明
し た 研 究 で , 世 界 的 に 高 く 評 価 さ れ , 2 , 0 0 山 こ 、 の ぼ る ( 多 す ぎ て 数 え 切 れ な し が お 船 よ そ の 数
値 ) 多 く の 論 文 に 引 用 さ れ , ま た , 世 界 の 多 く 甑 蝕 学 ( c a r i 0 1 0 部 ) や 口 腔 細 菌 学 の 教 科 書 に
そ の 図 と 共 に 引 用 さ れ る こ と と な っ た 。 こ の 研 究 の た め の 渡 航 に 際 し て は , 当 時 , 東 北 大 学 で
起 こ 。 た 大 学 紛 争 の た め , の び の び に 莚 期 さ れ て 粉 り , 渡 航 前 の 往 復 書 簡 に よ り 十 分 な 研 究 計
画 の 検 討 が な さ れ て ぃ た 。 そ の た め , そ の 基 本 的 な 発 見 は , ウ ー メ オ 大 学 着 任 3 日 後 に な さ れ ,
普 段 は 、 の 静 か な 力 ー ル ソ ン 教 授 を し て 「 T a d a s h i は 3 日 で 教 科 書 に 載 る 大 発 見 を し た 」 と 騒
が せ , ウ ー メ オ 大 学 歯 学 部 の 語 り 草 に な っ て し る 。 と の 研 究 は , 梼 代 謝 の 過 程 で つ く ら れ る ピ
ル ビ ン 酸 が , さ ら に 乳 酸 に 代 謝 さ れ る か , ギ 酸 , 酢 酸 , エ タ ノ ー ル に 代 謝 さ れ る か は , そ の キ
イ と な る 酵 素 ( 乳 酸 脱 水 素 酵 素 , お よ び ピ ル ビ ソ 酸 ・ ギ 酸 り ア ー ゼ ) の 活 性 調 節 に よ る こ と を
生 体 内 の 糖 代 謝 中 間 体 を 測 定 し て 明 ら か に し た も の で あ る 。 乳 酸 脱 水 素 酵 素 は ブ ル ク ト ー ス 1 ,
6 ニ リ ソ 酸 を そ の 活 性 化 に 必 要 と し , ピ ル ビ ソ 酸 ・ ギ 酸 り ア ー ゼ は グ リ セ ロ ア ル デ ヒ ド 3 リ ン
酸 あ る し は ジ ヒ ド ロ キ シ フ 七 ト ソ リ ソ 酸 に よ り 強 く 阻 害 さ れ る し と が そ の 変 化 の キ イ と な る こ
と を 証 明 L た も の で あ る 。 論 文 の 投 稿 に 際 し て は , レ ブ リ ー よ り , 酵 素 の 代 謝 調 節 が 生 物 現 象
に 影 縛 を 与 え て ぃ る こ と を 直 接 証 明 し た 最 籾 の 研 究 で あ る と し て 高 い 評 価 を 得 た 。
渡 航 前 に は , 小 林 香 枝 子 ( 現 姓 遠 藤 ) 技 官 の 献 身 的 な 支 援 に よ り , フ ル ク ト ー ス  1 , 6 ニ リ
ノ 酸 を 必 要 と し な し 乳 酸 脱 水 素 酵 素 を も っ ミ ニ ー タ ソ ス ・ レ ソ サ 球 菌 ( F I L  [ f N c t o s e  l , 6 -
b i s p h o p h a t e i n d e p e n d e n t  L D H  の 略 ] 株 ) を 見 っ け て し た こ と 、 , こ の 研 究 結 果 を 証 明 、 ナ る の
に 大 し に 役 立 。 た 。 ま た , 糖 代 謝 中 間 体 の 測 定 に 岩 見 憙 道 博 士 が 開 発 し た 方 法 を 利 用 さ せ て も
らウたのも大きか0た。
その渡航ときに,さらにレソサ球菌のピルビン酸キナーゼの特異な活性調節機機(その活性
発現にグルコース6リソ酸を必要とする)を発見し,のちに東北大学ての岩見博士との共同研
究 a98ωて,この段階がレγサ球菌の最も重要な糖代謝速度の律速段階とな0てしることを
明らかにした。さらに,阿部一彦博士(現東北福祉大学)との共同研究て,その酵業を粘製し
た。その過程で,レンサ球菌のピルビン酸キナーゼには,グルコース 6リソ酸(S加Pmmm閑
"udαπS , sbιつi0ι0ιαイS saliぎαπ'記S など(よこれをもっ)ある、、はフルクトース],6 ニリソ酸
( S力τPt0ωιαイSsaπgln'πis, S力でつtomια岱"U't太など{よこれを、つ)を活性発現1こ●Z、要とする 2
種類のものがあることが判明L,これは,混迷するレソサ球菌の分類に・ーつの確個たる基凖を
与えるものであ0た。
その後,東北大学におして阿部昌子・一彦愽士との共同研究てピルビン酸代謝のキイ酵素で,
酸素感受性の極めて1高Vビルビン嚴・ギ酸りアー・ピを,星野悦郎博士(現新潟大学教授)の協
力で開発した世界最高の性能を誇る嫌気実験装貴を用Vて精製L,その性質を明らかにした。
さらに,ミュータγス.レンサ球菌の糖アルコールの嫌気的代誘"こは,この酵素の存在が必須
であり,菌体を僅か3分闇空気にさらしただけで,ピルビン酸・ギ酸リフーゼの活性が消失L,
糖アルコールのが全く代謝されなくなることを発見L六。人の歯垢中でむし歯を起こす部位も
高度な嫌気条件であることが知られてオ6り,ソルビトール,キシリトールなど各種糖アルコー
ルは,現在,非棚蝕誘発性甘味料として,最も多く使われていることから,この研究成果は,
食品の籬蝕誘発性評価の観点からも重要な発見として評価された。
ピルビソ酸.ギ酸りアーゼにつしては,環境の変化に応じて,酸素非感受性型と感受性烈の
変換を行。てしることを,大学院生として研究に参加した高橋信博現助教授,阿部一・彦・昌子
両博士の共同で明らかにした。レンサ球菌が環境の激変する口腔内環境のなかで,この酵素を
巧みに酸素傷害から保護してしるとと,その保護機構が,初期に歯垢に付着するS加訓0ω此船
Sωlg"力1太などのレソサ球菌と,歯垢中の嫌気的環境が硫立されてから定着してくる
S加つ加ωm6 加dの話などのレソサ球菌で違うことを明らかにした。のちに,1ADRオースト
ラリフ.ニュージーランド部会総会の開会講演でこの話をしたとき,レソサ球菌のような原始
的な微生物が,大きく変化する歯垢の環境のなかで,如何に巧みに生きているか,生物の巧緻
さを示Lたものとして評価された。
嫌気環壗での雛代謝には,プ,素の阻害効果はこれまでに報告されてVるより、巡かに顕著
ージーランドからの学術振興会招へし研究員てあであることも,岩見博士,畑真二愽士,ーー'1
。た NUPUT Guha-chowdhury 博士の協力で解明された。このほかに、,高度嫌気条件下ての
レンサ球菌の糖代訥"土,これまで知られてきたものとは,かなり違うことが,種々の方面から
検討され明らかにされナC。これにつしては,阿部・一彦・昌子博士, C雛Isson 教授などとの共著
で, proceedings o{ Finnish Denta】 society に総説としてまとめられた。
また,岩見博士との共同研究により,レソサ球菌菌体内の PH 変化を連統Lて測定する方法
を開発した。細菌の耐酸性はその概蝕誘発能に重要な役割をしており,その機構解明に重要な
手がかりを与える研究として,国際学会で注目を浴びた。レソサ球菌などの耐酸性の研究は,
さらに,高橋信愽現助數授らにより発表され,研究が続けられたいる。
以上に述べた一連の研究によって,19印年代まではほとんだ解明されていなかうた歯垢中で
のレソサ球菌の糖代謝機構の全貌が明らかになり,その・一部は, EⅡis Horwood 社出版の
Sugat tTansport and metabolism in Gram-positive bacteria の一章に総説としてまとめられ
た。これらの研究成果により,1983年にスウェーデソ王立ウーメオ大学より名誉歯学博士(日
本人で二人目)を授与された。
そ の 後 , 高 橋 信 博 助 教 授 と 学 術 振 興 会 の 招 へ い 研 究 員 と し て ス ウ ェ ー デ ン か ら 来 日 L た
S o t o r i u s  K a H a S  愽 士 な ど の 協 力 に よ り , レ ソ サ 球 菌 と と も に 歯 垢 中 の 主 要 な 酸 産 生 菌 で あ る ア
ク チ ノ ミ セ ス の 楠 代 謝 の 解 明 に 努 力 L , と . の 微 生 物 の 雛 代 謝 の 全 貌 を 明 ら か に し た 。 主 た , ア
ク チ ノ ξ セ ス の 糟 代 謝 は , ポ リ リ ソ 酸 , ピ ロ リ ン 酸 ,  G T P  な ど  A T P  以 外 の エ ネ ル ギ ー 供 与
体 が 多 く 使 わ れ る 特 異 な も の で あ る こ と を 発 見 し た 。 ま ゾ に , ソ ル ビ ト ー ル が と の 菌 の グ ル コ ー
ス 代 謝 を 阻 害 す る 機 構 に つ V て も 解 明 さ れ た 。 こ れ ら の 研 究 は , ] 9 四 年 の  C t 北 i c a l  R e v i e w  i n
O r a l  B i 0 1 0 訂  a n d  M e d i d n e  誌 に 総 説 と し て 発 表 さ れ た 。 こ の 菌 が  A T P  以 外 の 高 エ ネ ル ギ ー
供 与 体 ( G T P  な ど ) を 使 う 極 め た ニ ニ ー ク な も の で あ り , 地 球 以 外 の 宇 宙 か ら 飛 来 し た 生 物
か と 興 奮 さ せ た が , 菌 体 内 の  A T P  レ ベ ル は ,  G T P  よ り も か な り 高 く , 種 た の 高 エ ネ ル ギ ー
供 与 体 を 使 う も の 、 , 他 の 地 球 上 の 生 物 と 同 じ く , や は り  A T P  が 主 た る エ ネ ル ギ ー 通 貨 で あ
る と 判 断 せ ざ る を 得 な か っ た 。 し か し , ピ 戸 り ン 酸 , ポ リ リ ソ 酸 な ど は 火 山 活 動 で 多 く つ く ら
れ る こ と を 考 え る と , 生 命 の 起 源 に 関 連 L て ど の よ う な 位 置 を 占 め て し る か 興 味 深 し 。
高 橋 助 教 授 と の 共 同 研 究 で は , さ ら に 各 種 歯 周 病 原 因 菌 の 糖 ・ ア ミ ノ 酸 代 謝 の 機 構 を 詳 細 に
解 明 L , 歯 周 病 病 因 の 解 明 へ の 基 本 的 な 性 質 を 明 ら か に し た 、 の と し て , 高 く 評 価 さ れ た 。
と れ ら の 研 究 過 程 で は , 十 分 解 明 さ れ な い ま ま の も の も あ り , ど の よ う な 意 味 を 持 「 て く る
の か 気 が か り で あ る 。 そ の ー つ は , 岩 見 博 士 と の 共 同 で , レ ン サ 球 菌 の 糖 代 謝 の 過 程 で , 末 知
の プ ロ ト ン の 排 出 さ れ る 事 実 の 発 見 で あ り , 分 析 で き る 限 り の 有 機 酸 の 産 生 で は 説 明 で き な い
部 分 か あ 0 た こ と で あ る 。 、 う ー つ は , 北 條 祥 子 博 士 , 高 橋 博 士 と の 共 同 で , 象 牙 質 ウ 蝕 に 乳
酸 の 多 く 見 つ か る タ イ プ と そ の 他 の 酸 が 多 く 見 つ か る タ イ プ が あ る 発 見 で あ り , こ れ ら 二 つ の
タ イ プ の 象 牙 質 ウ 蝕 が , そ の 原 因 , 子 後 な ど に ど の よ ら な 違 し が あ る の か , 解 明 さ れ な い ま ま
に な っ て し 、 る 。
] 9 8 0 年 代 に は , 東 北 大 学 工 学 部 の 松 尾 ・ 江 劇 教 授 に よ う て 発 明 さ れ た ト ラ ン ジ ス タ ー  P H  電
極 を 用 い て 人 の 歯 垢 中 の P H  を 測 定 す る 方 法 を , 小 児 歯 科 学 講 座 よ り 来 て し 光 五 十 嵐 公 英 博 士
と の 共 同 研 究 に よ り 開 発 し た 。 こ の 方 法 は , 電 極 内 蔵 法 と Π 乎 ぱ れ , 現 在 で は , 歯 垢 中 の P H 変
化 を i n  Ⅵ V 0  で 測 定 す る た め の 最 、 信 頼 性 の 高 い 方 法 と さ れ て し る 。
開 発 当 初 , こ の 方 法 を 使 っ て , 日 本 で 開 発 さ れ た 代 用 甘 味 料 , カ , プ リ ソ グ シ ュ カ ー の 誘 蝕
誘 発 性 ( む L 歯 の 兆 こ し 易 さ ) の 検 定 を 行 っ た 。 荒 谷 教 授 が 組 織 L た 力 , プ リ ン グ ソ ユ ガ ー 研
究 班 の 発 表 会 で , 十 数 題 の 発 表 全 て が , こ の 代 用 糟 を 躯 蝕 誘 発 性 の 低 い も の と 評 価 し た が , 荒
谷 教 授 の 下 で 働 く 助 教 授 ( 山 田 ) だ け が , 棚 蝕 誘 発 性 あ り と の 発 表 を 行 っ た 。 ま さ に , コ ペ ル
ニ ク ス が 地 耐 J 説 を 唱 え た 状 況 で あ り , そ の 後 , 多 く の 食 品 会 社 よ り , プ ラ ッ ク マ ー ク を 付 け ら
れ , こ の よ う な 研 究 会 に 二 度 と 招 待 さ れ る こ と は な か う た 。 現 在 で は , 国 際 が N こ 、 カ ッ プ リ ン
グ シ ュ ガ ー は 鱈 蝕 誘 発 性 あ り と の 結 論 と な っ て い る が , 当 時 の 一 人 だ け の 反 論 を 誰 に も 高 く 評
価 L て 、 ら っ て い な い 。 肯 定 的 な 意 見 を 述 べ た 人 た ち は , 食 品 会 社 な ど よ り 多 く の 研 究 支 援 を
受 け た 現 状 を 考 え る と , 科 学 的 に 正 し V こ と を 述 べ る こ と が , 必 ず し 、 そ の 人 の 研 究 環 境 を 良
く す る と は 限 ら な い ・ ー つ の 典 型 的 な 例 を つ く  0 た と と に な り , 現 在 で も , 研 究 体 制 の あ り 方 を
考 え る と き 問 題 と な る べ き 状 況 だ と 理 解 し て い る 。
1 9 8 5 年 Ⅱ 月 , 米 国 の サ ン ア ソ ト ニ オ で , 米 国 歯 科 医 師 会 の 主 宰 で , 食 品 の 煙 蝕 誘 発 性 検 定 の
基 準 決 定 の た め , 世 界 中 の 研 究 者 を 集 め て ワ ー ク シ , ツ プ ( s c i e 址 i 丘 C  c o n s e n s u s  c o n { e r e n c e
O n  M e t h o d s  f o T  A s s e s s m e n t  o f  仙 e  c a r i o g e n i c  p o t e n t i a l  o f  F o o d s ) が 開 イ 崔 さ れ た 。 そ の お り ,
日 本 か ら は , 私 と 五 十 嵐 博 士 の 二 人 だ け が ワ ー ク シ , ツ プ ・ メ ソ バ ー ( 酸 産 生 グ ノ レ ー プ ) と し
て 招 待 さ れ た 。 Ⅱ 月 1 7 日 の レ セ プ シ " ソ で の 前 哨 戦 に 始 ま り , 1 8 日 か ら 2 0 日 の 夜 ま で , 朝  8 時
か ら 深 夜 過 ぎ ま で の 激 し V 討 論 に 必 死 で 応 答 す る 我 ん は , 最 後 の 夜 ( 早 朝 と な っ て い た ) に は
グ ッ タ リ し た の は 記 憶 に 新 し し 思 し 出 で あ る 。
現在では,この電極内蔵法は,食品や代用棲のウ蝕誘発性を測定する方法として,米国の基
準に、採用され,国際的にも認知されてしる。]996年5月には,歯学部口腔生化学講座が,L-
の方法による,国際トゥースプレソドリー協会の4番目の公式検査機関として認定された。こ
のテスト機関の発足と運営には,阿部一彦・昌子博士とともに,高齢者歯科学講座(主任:渡
辺誠教授)の玉澤佳え嚇専士の協力があって可能となった。ことに玉澤博士の卓越した技術は,
このテスト方法の開発に必要欠くべからざるものであ0た。むし歯を起こt危険のなし多くの
製品が,このテスト方法で開発されて,人々の口腔保健の改善に役立っている。
これに関連して,平成4年度から6年度までの間,食品船よび代用糖の駕蝕誘発性を評価す
るための総合研究班を代表者として組織し,その検討結果を詳細な報告書として主とめた。混
乱する我が国の食品の誕蝕誘発性評価法を整理する意味で重要な検討結果であ0たと老えられ
る。これらの研究は,山田の本来の研究を知る外国の研究者からは, Dr. Yamada のホビー(趣
味)と呼ばれてVる。しかし,試験管内での酸産生の研究結果を実際のヒトの歯垢中で確認す
る意味で,これまでの歯垢微生物による酸産生機構の研究の応用編とも考えられる。
これらの研究成果の社会的還元として,1993年には日本トゥースフレンドリー協会を発足さ
せることに成功L,会長に就任しナこ。この発足は,厚生省との関係もあり,難産を極めたか,
国立予防衛生研究所(現感染研)の今井奨博士,ロケ,ト将のドーレ氏などの強力な支持によ
り,何とか発足にこき着けることができた。現在,国際的に非棚蝕誘発性(むL歯を起こさな
い)と認定された多くの菓子類が,国際トゥースフレン Fリー協会の認定マーク(歯に信頼プー
ク)を付けて日本ても市販されている。
歯学部へ移籍以後,歯垢中での主要な酸産生菌(レソサ球菌とアクチノミセス)につして,
その糖代謝機構の全貌を明らかにし,歯垢中でその環境条件の著しい変化に応じて糖が代謝さ
れて酸がっくられる様子を概観できるようにすることができた。また,とのととを実際の歯垢
中での電極内蔵法を応用することにより,種々の糖や食物摂取後の PH 変化を追跡するととで
酸産生の状況を把握することができるようになウた。歯学部へ移籍当時,歯垢での酸産生の研
究は,採取した歯垢を試験管内に懸濁して糟を加えることしかか行われていず,臨床歯科の現
場で最も多く遭遇する概蝕(むL歯)の直接の原因となる歯垢中での酸産生の生化学的機構な
どは,五里霧中の状態であうたことを考えるとき,30余年の研究で,歯垢中で起こっている現
象を,ここ主で生化学的に詳細に記載をすることができたことは満足すべき、のである。ただ,
分子生物学的解析は,東京歯科大学生化学教室との共同で,一部行われただけであるが,特別
研究員として佐藤拓一博士を迎えて精力的に研究を推進中であり,今後の発展を期待している。
学会活動
研究の発展に従。て,それに添った形で学会活動を行うことになる。東北大学医学研究科の
大学院生当時に日本生化学会の会員となり,九州大学で初めての学会発表を行0た。当時は,
口頭発表のみであり,宿の部屋で懸命に練習したのを覚えてレる。歯学部へ移籍してから,歯
科基礎医学会の会員となり,愛知学院大学で行われた学会で発表を行った。大学の屋上で参加
者全員の集合写真を撮るほど,当時は会員数が少なかっ元。 S加が0ωC解S 祝1ιm榔の施代謝に
つぃて発表を行うた際,さる大学の老教授に, Bergey'S Mannua1に、載っていなしような菌
名を使用したことにつして抗議されたのを覚えている。主た, JADR (Japanese Association
foT Dental Reseatch:国際歯科研究学会日本部会)の会員に、推鳶され,宝塚のホテルにほと
んど缶詰状態になり,阪大の河村教授,東京歯科大の田熊教授,日本歯科大の須賀教授など多
くの高名な歯科医学者と知り合い,親しく意見を伺う機会に恵まれた。この学会の和気藹々と
した雰囲気と忌悼のなし意見の変換は印象的であった。
] 9 7 5 年 に は , 初 め て 国 際 学 会 で ( 訂 , 動 発 表 を す る こ と と な り , ロ ン ド ソ で 開 催 さ れ る
I A D R  ( 1 n t e r n a t i o n a ]  A s s o c i a t i o n  f o r  D e n t a l  R e s e a r c h ) 総 会 に 参 力 Π し ナ C 。 当 時 の 航 空 機 に は ,
ビ ジ ネ ス ク ラ ス と エ コ ノ ミ ー ク ラ ス の 区 牙 Ⅲ 太 な く , 公 務 員 の 出 張 は 正 規 の 航 牢 運 賃 , す な , う も
現 在 の ビ ジ ネ ス ク ラ ス の 運 賃 を 支 払 「 て 行 か な け れ ぱ な か 。 た 。 私 の 2 ~ 3 ケ 月 分 の 給 料 に 相
当 す る お 金 を 自 腹 を 切 0 て ロ ソ ト ン ま で 出 か け た 。 ロ ン ド ソ に 行 く 市 Ⅱ こ ,  A r c h i v e s  o t  o T a l
B i 0 1 0 g y  へ の 論 文 の 投 稿 に 際 し , 英 語 の 校 正 な ど 大 変 お 世 話 に な 「 た 口 腔 生 理 学 の 草 分 け 的 存
在 て あ る  J e n l d n S  教 授 を  N e w c s t l e  u p o n  T y n e  に 訪 ね ナ C 。  J e n ] d n S  教 授 宅 の 門 を ノ ッ ク す る と
き , ど ん な 大 教 授 が 出 て く る の か 緊 張 し た が , 大 変 暖 か く 歓 待 し て く れ た 。 こ れ を 機 会 に 親 L
く な り , の ち に , 何 回 も 仙 台 と  N e w c s H e  u p o n  T y n e  を 訪 問 し あ う こ と と な 「 た 。 こ こ で , の
も に 英 国 の 有 力 な 歯 科 研 究 者 と な る 彼 の 弟 さ ん ,  A .  R u g g - G u n n ,  M .  E d g a r ,  D .  G e d d e s
博 士 な ど と 知 り 合 し に な る こ と が で き ナ C 。 学 会 で の 発 表 の 際 の  C h a i r m a n  ば ,  S .  m u t a n S  を 血
清 学 的 に 分 類 し た  B r a t t h a 】 博 士 で あ 0 た 。 発 表 後 , 質 問 の 時 に , 2 0 以 上 も の 手 が 挙 が り , 次 ん
と 質 問 の 矢 が 浴 び せ ら れ る の に 驚 き , さ t が 国 際 会 議 と の 印 象 を 深 く し た 。 質 " ヨ を す る の は ,
1 .  H a m i l t o n ,  J .  T a n z e r ,  E .  N e w b N n ,  B .  G u g g e n h e i m ,  H .  v a n  d e r  H o e v e n ,  D .  G e d d e S  な ど i 兪
文 を 通 L て 良 く そ の 名 を 知 っ て し る 面 々 で あ り , こ の 学 会 を 契 機 に こ れ ら の 研 究 者 と 親 L く 安
流 す る こ と に な 0 た 。
汰 に , 1 A D R  に 発 表 L た の は , 日 本 ( 大 阪 ) で 籾 め て  I A D R  総 会 が 開 催 さ れ た と き で あ 。
た 。 研 究 室 か ら , 大 学 院 生 の 阿 部 ・ 一 彦 , 高 橋 ( 阿 部 ) 昌 子 の 両 氏 の 発 表 を 含 め , 7 題 を 提 出 L ,
全 て 受 理 さ れ た の で , と の 学 会 て 1 よ 最 多 の 発 表 を し た 研 究 室 と な っ た 。  1 ケ 月 以 上 も 前 か ら ,
懸 命 に 予 行 演 習 を し て , 大 学 院 生 を 含 め 何 と か 上 手 く 発 表 を す る こ と が で き た の は , 大 き な 自
信 と 誇 り を 与 え て く れ た 。
大 阪 で の  I A D R  に 先 だ 0 て 東 京 で 行 b れ た  I C O B  q n t e m a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o f  o r a l
B i o 】 o g y ) に は , 同 じ 東 北 大 学 歯 学 部 の 山 木 鑒 教 授 ( 日 腔 病 理 学 ) と 共 に , 採 用 さ れ た 。 当 初
日 本 か ら は , こ の 二 つ だ け の 採 用 だ っ た が , 主 催 国 の し か も 東 北 大 学 だ け か ら 2 題 は ど ら か と
言 う こ と で , の ち に 別 の 日 木 の 大 学 か ら 2 題 採 用 さ れ た と の と と で あ る 。 か な り 激 し V 競 争 で
あ 0 た よ う で あ る 。 演 題 は , 五 十 嵐 , 光 富 勝 博 士 と の 共 同 で , ト ラ ン ジ ス タ ー 電 極 を 用 し た 電
極 内 蔵 法 に よ る 力 , プ リ ン グ シ ュ ガ ー の 鵬 蝕 誘 発 性 評 価 の 研 究 で あ 「 た 。 4 0 歳 で 教 授 に な り 光
て で あ り , 初 め て の 長 時 問 の 英 語 で の 講 演 で 緊 張 し 光 。 発 表 後 は 乳 糖 に よ る P H  低 下 が 少 な し
こ と へ の 質 問 か 集 中 し , 日 本 人 の 口 腔 の 細 菌 叢 と 欧 米 人 の も の と が 如 何 に 連 う か を 痛 感 さ せ ら
れ た 。 の ち に , 若 し 人 が 活 発 に 英 語 で 議 論 ・ 土 る よ う に な 0 た と , 老 大 家 か ら 感 想 が あ う た の で ,
こ の と き か な り 激 L い 議 論 を し た よ う で あ っ た 。
研 究 発 表 の 主 体 は , 科 学 研 究 費 申 請 の 関 係 で , 歯 科 基 礎 医 学 会 で あ り , 数 多 く の 研 究 を 発 表
す る 研 究 室 と し て 知 ら れ て 来 た 。 少 な く と も , 東 北 大 学 歯 学 部 で は , 何 年 に も 渡 っ て 最 も 多 く
の 演 題 を 出 す 研 究 室 と し て の 地 位 を 維 持 し 続 け て き た 。
1 9 9 0 年 に は ,  N e w b r u n  会 長 の 推 繭 で , 1 A D R  の  Y o u n g  l n v e s t i g a t o r  A w a r d  の 選 考 委 員 を
務 め た 。 当 時 , 日 本 人 が 木 部 委 員 会 の 委 員 を 務 め る こ と は 少 な く , そ の た め ,  J A D R  の 理 事 会
に し ぱ し ぱ オ ブ ザ ー バ ー と し て 出 席 す る こ と と な っ た 。 1 9 9 1 年 , 東 京 医 科 歯 科 大 学 の 佐 々 木 哲
教 授 の 推 薦 で  J A D R  の 理 写 粋 こ 就 任 L た 。 2 0 0 1 年 に 日 本 に  I A D R  総 会 を 誘 致 す べ く 努 力 L て き
た 佐 々 木 教 授 が , 1 A D R  の 役 員 に 知 己 が 多 く , 本 部 委 員 会 の 委 員 を 務 め る 私 を そ の た め に 役 立
て よ う と 吉 え た の で は な し か と 推 察 し て し る 。
] 9 9 3 年 か ら は , の ち に 日 本 人 と し て 初 め て  I A D R  会 長 に 就 任 し た 作 田  J A D R  会 長 の 下 で 副
会 長 を 務 め た 。 そ の 後 , 会 長 を 務 め な く て 、 よ し と の 内 約 で あ っ た が , 次 期 会 長 を 予 定 さ れ て
い た 高 任 州 事 務 局 長 の 都 合 に よ り , 1 9 鮖 年 よ り J A D R  会 長 を 務 め る こ と と な っ た 。 こ の 年 シ ン
ガ求ールで開催された IADR 総会を JADR が共催したために,1ADR 総会ては JADR 会長
としての職務が多くあり,まナC,1994より 3年閻務めたハ,トン賞(1ADR で最も歴央の古し
賞)選考委員としての職務、あり,多忙を極めた。
1996年には,第44回のJADR総会の大会長を引き受けることとした。この学会を引き受ける
に際しては,二つのことにその特色を求めた。・ーつは,その大会のテーマをは0きりさせるこ
とであり,「食品の橘蝕誘発性の評価U を主題に,シソ米ゾウムを行し,国際トゥースフレント
リー協会会長の Gugg印heim 教授(スィス・チューリ,ヒ大学)と朴基哲教授(韓国・壇国大
学)による食品の誕蝕誘発性をテーマとした特別講演を企画Lた。亀うーつは,私が最初に
JADR総会に参加した当時のように,会員相互の親密な交流か行われやすし環境をつくること
であり,わざわざ,遠方にある裏磐梯猫魔ホテルを会場にして総会を開催した。ここでは,外
出して、森と豊かな自然があるだけてあり,1960年代に行0光宝塚や小田原での JADR 総会の
ようにほぽ缶詰状態になり,否応なしに会員相互の交硫が図れると考えた。フクセスの悪さか
ら参加者は例年よりやや少なか0たが,会場のホテルで露天温泉を楽Lむ人も多く,好天に、
恵まれ,参加者には好評であった。教室員には多くの迷惑を掛けたが,停滞に悩む]ADR総会
の・ーつのあり方を提示させてもら0た。
大変有能な岡田宏事務局長(阪大)の協力て,懸案てあ0たJADR規約改正を会長を務める
時期に成立させることができた。立た,多くの日本人を本部 IADR の委員会の委員に送ること
ができ,何よりも作田守教授を IADR 副会長(2午後には会長予定)に当選させることができ
たことはうれしか0た。この時期を契機に,作田守,岡田宏,黒田敬之(東京医科歯科大)教
授らと夫婦単位の親交をもつととができるようにな0たのは,学会活動の余得であろう。
1997年には,歯科基礎医学会の副理事長に当選L,ちょうだ停年となる 3年の任期で務める
ことになった。ととては,規約改正を巡って,解剖部門の会員とその他の会員で激しし札櫟が
生じそうになり,図らーずもなだめ役を務めることにな0た。これが良かったのかどうかは,将
に後世の判断に任せるしかない。19的年3月には,,{ソクーバーで IADR 総会のお川こ,歯科
基礎医学会と米国口腔生物学会( American Association for oral Bi010gists)との共同提案の
ノン求シウム「 cytokine bi010部 in oraldiseases」を総務・渉外担当の常任理事(副理4f長)
として,成立させることができた。村上(阪大),一條(東京医科歯科大)の日本側演者の活躍
もあり,好評なゾン求ジウムとすることができた。また,学会の新たな賞として,歯科基礎氏
学会ライオン賞を担当して,創設させることができた。
JADR 監事としてはま光その職務も残0ており,その招致に関与した2001年の東京(幕張)
での IADR 総会はこれから山場を迎えるが,日本の学会のあり方に,再編と改革が求められて
しることを,学会活動を通じて強く感じてきた。その端緒を少Lで亀つけることができれぱと
努力してきたが,どこまで思し切。た改革ができるかが,それら学会の活性化と生き残りに必
須であると思う。
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Regulation of glycolytic rate in stleつt0ω此1ιS Sαπg1ιis grown undeT glucose-1imited
and glucose-excess coditions in a chemostat
Y.1Wami, T. Yamada
Infect lmmun 50 (2); 378-381 (1985),
Anaerobic and aerobic metabolism of sorbitolin shιつt0ωCC1ιS Sαπg1ιis and
ShιPt0ωιι1ιS "1iガ0ア
G. svensater, S. Takahashi-Abbe, K. Abbe, D. Birkhed, T. Yamada, S
Edwardsson
J Dent ReS 64 (11); 1286-1289 (1985)
Oxygen-sensitivity of sugar metabolism and interconversion of pyNvate tormate-
Iyase 血 intact ceⅡS of st1ιつtomcC記S ?π1ι力2πS and shιつt0ωιC記S Sαπg1ιis
N. Takahashi, K. Abbe, S. Takahashi-Abbe, T. Yamada
Intect lmmun 弱(3); 652-656 (1987),
Metabolism of glycosylsucrose by oral microorganisms and its hydrolysis by stπ一
つt0ωCC1ιS salit141'1'記S fructosyltransferase
S. Hojo, M_ Mitsutomi, T. Yamada
Infect lmmun 郭(3); 698-703 (1987),
電極内蔵法(1n-dweⅡing electrode method)を用いた歯垢の楯代謝活性の測定
高橋信博,山田正
東北大歯誌 6 (2); 91-98 a987),
?
6D i f f e r e n c e  i n  a m o u n t s  b e t w e e n  t i t r a t a b l e  a c i d  a n d  t o t a l  c a r b o x y l i c  a d d s  p r o d u c e d
b y  o r a l  s t r e p t o c o c c i  d u r i n g  s u g a r  m e t a b 0 Ⅱ S m
Y . 1 W a m i ,  S .  H a t a ,  N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a l n a d a
J  D e 址  R e S  6 8  ( 1 ) ;  1 6 - 1 9  ( 1 9 8 9 )
B i o c h e m i c a l  m e c h a n i s m s  o f  e n h a n c e d  i n h i b i t i o n  o f  a u o r i d e  o n  t h e  a n a e r o b i c  s u g a r
m e t a b o l i s m  b y  s t ナ ι つ t 0 ω C C 記 S  S 4 ? 1 g 1 ι i s
S .  H a t a ,  Y . 1 W a m i ,  K .  K a m i y a m a ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  6 9  ( 6 ) ;  1 2 4 4 - 1 2 4 7  ( 1 9 9 0 )
N A D H  o x i d a s e  a n d  c U 2 ' - m e d i a t e d  o x i d a t i v e  i n a c t i v a t i o n  o f  s h e つ t 0 ω ι C 1 ι S  s a l i υ α ア h ι S
f r u c t o s y l t T a n s f e r a s e
K .  A b b e ,  S .  T a k a h a s h i - A b b e ,  R .  s c h o e n ,  T .  Y a m a d a ,  C .  L .  w i t t e n b e r g e r
I n f e c t  l m m u n  ( L i f e  s d  A d v )  9  ;  5 5 - 6 3  ( 1 9 9 の
A c i d  p r 0 丘 l e  i n  c a r i o u s  d e n t i n
S .  H o j o ,  N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  7 0  ( 3 ) ;  1 8 2 - 1 8 6  ( 1 9 9 1 )
M e t a b o l i s m  o f  i n t r a c e 1 1 U l a r  p o l y s a c c h a r i d e  i n  t h e  c e Ⅱ S  o f  s t 1 ι つ t 0 ω ι ι N S  ? π 1 ι t α 1 1 S
U n d e r  s t r i c t l y  a n a e r o b i c  c o n d i t i o n s
N .  T a k a h a s h i ,  Y . 1 W a m i ,  T .  Y a m a d a
O r a l  M i c r o b i 0 1 1 m m u n 0 1  6  ( 5 ) ;  2 9 9 - 3 0 4  ( 1 9 9 1 )
S t i m u l a t o r y  e 丘 e c t  o f  b i c a r b o n a t e  o n  t h e  g l y c o l y s i s  o f  A ι ガ ? 1 0 " 1 プ C ι S  u i S ι O S 1 ι S  a n d  i t s
b i o c h e m i c a l  m e c h a n i s m
N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
O r a l  M i c r o b i 0 1 1 m m u n 0 1  7  ( 3 ) ;  1 6 5 - 7 0  ( 1 9 9 2 )
A d d  p r o d u c t i o n  b y  s t r e p t o c o c c i  g r o w i n g  a t  l o w  p H
a n a e r o b i c  c o n d i t i o n s
Y . 1 W a m i ,  K .  A b b e ,  S .  T a k a h a s h i - A b b e ,  T .  Y a m a d a
O r a l  M i c r o b i 0 1 1 m m u n 0 1  7  ( 5 ) ;  3 0 4 - 3 0 8  ( 1 9 9 2 )
T h e  r o l e  o f  t h e  s u c d n a t e  p a t h w a y  i n  s o r b i t o l  f e r m e n t a t i o n  b y  o r a l  A c t i ? 1 0 祝 y c e s
U i s c o S 1 ι S  a n d  A ι 力 ' π 0 祝 y C ι S  1 1 α ι S 1 1 ι π d i i
N .  T a k a h a s h i ,  S .  K a l f a s ,  T .  Y a m a d a
O r a l  M i c r o b i 0 1 1 m m u n 0 1  9  ( 4 ) ;  2 1 8 - 2 2 3  ( 1 9 9 4 )
,
I n i t i a l  c a t a b o l i s m  o f  s o r b i t o l i n  A c t i π 0 " 1 y c c S  π α ι S 1 記 1 1 d i i  a n d  A ι h ' ? 1 0 " 1 ) , C ι S  u i s c o S 1 ι S
S .  K a l f a s ,  N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
O r a l  M i c r o b i 0 1 1 m m u n 0 1  9  '  3 7 2 - 3 7 5  ( 1 9 9 4 )
,
A c i d  p r o f i l e s  a n d  p H  o f  c a r i o u s  d e n t i n  i n  a c t i v e  a n d
S .  H o j o ,  M .  K o m a t s u ,  R .  o k u d a ,  N .  T a k a h a s h i ,
J  D e 址  R e S  7 3  ( 1 2 ) ;  1 8 脇 一 1 8 5 7  ( 1 9 9 4 )
,
I n  a
,
C h e m o s t a t  u n d e r
a r r e s t e d  l e s i o s
T .  Y a m a d a
日本で市販されてしる口中錠の歯垢内酸産生性
^電極内蔵法による歯垢 PHの測定^
張平,阿部一彦,山田正
東北大歯誌 N a);75-81(1995)
E丘ect of sucrose monolaurate
intermediates, and enzyme activitles
Y.1Wami, C. F. schachtele, T
J Dent ReS 74 四); 1613-1617
The e丘ed of auorhydroxyapatite-derived fluorideOn
Streptococcl
N. Guha-chowdhury, Y.1Wami, T. Yamada, E.1. F. pearce
J Dent ReS 74 四); 1618-1624 (1995)
Phosphorylating enzymes involved in glucose
"4eshιπdガ
N. Takahashi, S. Kalfas, T. Yamada
J Bacteri01 17フ(20); 5806-5811 (1995)
acid production, 1evels o{ glycolytic
Of stl つi0ωιι記S "11ιtαπS NCTC I0449
Yamada
(1995)
On
飴にクェソ酸を添加した場合の歯垢PHの変化に及ぼす影響
張平,山田正
東北大歯誌 14 (2); 201-206 (1995)
E丘ect of acetate on sorbitol fermentation by ora11actobaci11i
N. Takahashi, S. Kalfas, T. Yamada
Oral Microbi011mmun01 10 (6); 349-354 (1995)
7
Simultaneous monitoring of intraceⅡUlar pH and proton excretion
glycolysis by shιPt0卯ιC1ιS "1影力ZπS and stleつtoc0ιC1ιS Sαπg1ιis : effect of low
auoride
Y.1Wami, S. Hata, C. F. schachtele, T. Yamada
Oral Microbi011mmun01 10 (6); 3郭一359 (1995)
during
PH and
acid p ouction by
Of ACガ"0祝yιιSfermentation
Mechanism of inhibition of glycolysis in shιつt0ωCC1ιS "1記tαπS NCIB 11723 by
Chlorhexidine
Y.1Wami, C. F, schachtele, T. Yamada
Oral Microbi011mmun01 10 (6); 360-364 (1995)
飴にクェソ酸を添加した場合の歯垢 PH の変化に及ぼす影響
^特に水素イオソ濃度測定による評価方法につVて^
張平,山田正
東北大歯誌 15 a); 74-83 a996)
8C a t a b o ] i c  p a t h w a y  f o r  a e r o b i c  d e g r a d a t i o n  o f  l a c t a t e  b y  A C ガ π 0 祝 ツ ι ι S  π α ι S 1 1 ι π d i l
N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
O r a l  M i c r o b i 0 1 1 m m u n 0 1  1 1  ( 3 ) ;  1 9 3 - 1 9 8  ( 1 9 9 6 ),
日 本 で 市 販 さ れ て い る 小 児 用 シ 戸 , プ 液 状 総 合 感 冒 剤 の 歯 垢 内 酸 産 生 性
尹 梅 , 阿 部 ・ 一 彦 , 山 田 正
東 北 大 歯 誌  1 5  ( 2 ) ; 1 6 3 - 1 7 0  a 明 6 )
E 丘 e c t  o f  l o w  l e v e l s  o f  a u o r i d e  o n  p r o t o n  e x c r e t i o n  a n d  i n t r a c e 1 1 U l a r  p H  i n
g l y c o l y z i n g  s t r e p t o c o c c a l  c e Ⅱ S  u n d e T  s t r i c t l y  a n a e r o b i c  c o n d i t i o n s
N .  G u h a - c h o w d h u T y ,  Y . 1 W a m i ,  T .  Y a m a d a
C a r i e s  R e S  3 1  ( 5 ) ;  3 7 3 - 3 7 8  ( 1 四 7 ),
E 丘 e c t s  o f  a c i d i f i c a t i o n  o n  g r o w t h  a n d  g l y c o l y s i s  o f  s i 光 つ t o m ι ι 1 ι S  S α π g 1 ι i s  a n d
S h e つ t 0 ω α 記 S  抗 1 ι t α π S
N .  T a k a h a s h i ,  M .  H o r i u c h i ,  T .  Y a m a d a
O r a l  M i c r o b i 0 1 1 m m u n 0 1  1 0  ( 2 ) ;  7 2 - 7 6  ( 1 9 9 7 ),
E 丘 e c t  o f  s o d i u m  a n d  p o t a s s i u m  i o n s  o n  i n t r a c e 1 1 U l a r  p H  a n d  p r o t o n  e x c r e t i o n  i n
g l y c o l y z i n g  c e Ⅱ S  o f  s h e つ t 0 ω ι 伽 S  祝 勿 t α π S  N C T C  I 0 4 4 9  U n d e r  s t r i c t l y  a n a e r o b i c
C o n d i t i o n s
Y . 1 W a m i ,  N .  G u h a - c h o w d h u r y ,  T .  Y a m a d a
O r a l  M i c r o b i 0 1 1 m m u n 0 1  1 2  ( 2 ) ' フ フ - 8 1  ( 1 9 9 7 )
,
M e c h a n i s m  o f  血 h i b i t i o n  o f  a c i d  p r o d u c t i o n  i n  S か し つ t 0 卯 C C 1 ι S  ? π U t α π S  b y  s o d i u m  i o n s
U n d e r  s t r i c u y  a n a e r o b i c  c o n d i t i o n s
Y . 1 W a m i ,  N .  G u h a - c h o w d b u r y ,  T .  Y a m a d a
O r a l  M i c r o b i 0 1 1 m m u n 0 1  1 2  ( 3 ) ;  1 7 8 - 1 8 2  ( 1 9 9 7 ),
A c i d  t o l e r a n c e  a n d  a c i d - n e u t r a l i z i n g  a c t i v i t y  o f  p 0 ゆ h 夕 才 0 ? π 0 π α S  g i π g i υ α h ' S ,
P 1 ぞ か o t ι 1 1 α  i π t ι ア 祝 ι d i a  a n d  F 1 ι S o h a c t ι π ' 郡 柳 π 1 ι C l e a t 1 ι 勿 1
N .  T a k a h a s h i ,  K .  s a i t o ,  C .  F .  s c h a c h t e l e ,  T 、  Y a m a d a
O r a l  M i c r o b i 0 1 1 m m u n 0 1  1 2  ( 6 ) ;  3 2 3 - 3 2 8  ( 1 9 9 の,
上 医 は 病 気 を 予 防 す る
^ 口 腔 保 健 の 三 つ の 輪 ^
山 田 正
日 本 歯 科 医 師 会 誌  5 0  ( 1 D  ; 1 四 4 - 1 0 9 5  a 9 9 8 )
A d d - i n d u c e d  a d d  t o l e r a n c e  a n d  a d d o g e n i c i t y  o f  n o n - 1 n u t a n s  s t r e p t o c o c c i
N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
O r a l  M i c r o b i 0 1 1 m m u n 0 1  1 4  ( 1 ) ;  4 3 - 4 8  ( 1 9 9 9 ),
Washed ce11S ofE丘ects of pH on the glucose and la at  metabolisms by the
且ι力'π0?πyιιS π4ιS11ιπdii under anaerobic and aerobic conditions
N. Takahashi, T. Yamada
Oral Microbi011mmun01 14 (1); 60-65 (1999)
IntraceⅡUlar 丘Ux of glucose metabolism in streptococcal ceⅡS by simultaneous
monitoring of auorescence dependent on reduced nicotinamide adenine nucleotide
and add excretion under stricuy anaerobic conditions
Y.1Wami, T. Yamada
Oral Microbi011mmun01 14 ; 220-224 (1999)
Pathways for amino acid metabolism by P1ぞt,ote11α魏te"πιdl'a and P1ぞυote11α
111gl'ιSιιπS
N. Takahashi, T. Yamada
Oral Microbi011mmun01 15 ; 96-102 (2000)
Glucose metab0ⅡSm by pleuotι11α iπtιア現ιdia and Pπ彬otι11απiglesCι"S
N. Takahashi, T. Yamada
Oral Microbi01 1mmun01 15 ;(2000) 6n press)
総説
う蝕と砂糖
荒谷真平,山田正,樋口允子,岩見憙道
歯界展望 31 (5);脚7ーフ02 (1968)
,
9
口腔微生物の糟代謝と餓蝕
1」_1田正
歯界展望 35 (6);Ⅱ71-1175 (1970)
,
歯垢生態系におけるレソサ球菌の代謝とう蝕予防
山田正
日本歯科評論 378;43-79 a974)
S加が0卯mιS"魏m那の酸産生^う蝕病因論の基礎的研究^
山田正
歯界展望 47 (2); 215-222 a976)
砂糖とむし歯
山田正,北條祥子
臨床栄養 62 (6); 641-647 a983)
歯垢における酸の産生
山田正
歯界展望 64 (6);12船一12備(1984)
W「 む L 歯 に な ら な し 」 と の 表 示 は ど の よ う に 泱 め ら れ る べ き か
食 品 の 儒 蝕 誘 発 性 の 検 定 基 準 の 設 定 に 関 す る 国 際 的 動 向
山 田 正
歯 界 展 望  7 フ ( 5 , 6 ) ; ] 1 0 9 - 1 3 8 4  ( 1 明 D
O x y g e n  a n d  t h e  s u g a r  m e t a b o l i s m  i n  o r a l  s t r e p t o c o c c l
K .  A b b e ,  J .  c a r l s s o n ,  S .  T a k a h a s h i - A b b e ,  T .  Y a m a d a
P r o c  F i n n  D e n t  s o C  8 7  ( 4 ) '  4 7 フ - 4 8 7  R e v i e w  ( 1 9 9 1 )
G l u c o s e  a n d  l a c t a t e  m e t a b o l i s m  b y  A c t i π 0 ? π y ι ι S  π α e S 1 1 ι π d i i
N .  T a k a h a s h i ,  T 、  Y a m a d a
C r i t i c a l  R e v i e w s  i n  o r a l  B i 0 1 0 g y  &  M e d i c i n e  l o  ( 4 ) ;  4 8 7 - 5 0 3  ( 1 9 9 9 )
解 説
歯 垢 に お け る 酸 産 生 , ア ル カ リ 産 生
^ 歯 垢 ( 中 ) に お け る 酸 産 生 あ る し は フ ル カ リ 産 生 に つ し て ^
山 田 正
歯 科 診 療 ; 】 3 6 6 - 1 3 6 7  ( 1 9 8 D
砂 糖 は な ぜ ム シ 歯 の 原 因 に な る か
Ⅱ _ 1 田 止
ム シ 歯 の 科 学 ;  2 9 - 3 3  ( 1 9 8 2 )
砂 糖 が ム シ 歯 を お こ す ま で の プ ロ 七 ス を さ ぐ る
山 田 正
ム シ 歯 の 科 学 ;  2 7 - 3 1  a 9 8 2 )
プ ラ ー ク 中 の 微 小 環 境 の 変 動 は 酸 の 産 生 に ど の よ う な 影 響 を 与 え る か
^ 制 限 さ れ た 糖 の 量 と 著 し い 嫌 気 条 件 の 影 響 は 大 き い
山 田 正
T h e  Q U 血 t e s s e n c e  6  ( 2 ) ;  1 3 1 - 1 3 4  ( 1 9 8 7 )
虫 歯 と 砂 楠 と 甘 味 料
山 田 正
P a l  s w e e t  D i e t  R e p o r t  2 0  ( 1 9 9 1 )
虫 歯 予 防 食 品 の 表 示 統 一 を 目 指 す
山 田 正
食 品 と 開 発 ;  2 - 3  a 9 9 3 )
ト ゥ ー ス プ レ ソ ド リ ー 協 会 と は
山 田 正
健 康 教 室 ( s c h o o ]  H e a l t h  E d u c a t i o n )  5 1 7  ;  7 9 - 8 2  ( 1 9 9 3 )
日本トゥースフレソドリー協会の発足
1_1_1田正
治療 76 (3); 112-113 a994)
酸素感受性酵素の研究
山田正
科学研究費補助金(試験研究)成果の紹介;525 (1994)
歯垢細菌による無酸素状態(嫌気条件)での糖の代謝と酸の産生
山田正
東北大学報]372;1-3 a994)
歯垢の PH 変化と虫歯
トゥースフレソドリー協会の基本的な考え方^
山田正
月刊ブードケミカル; 38-43 (1994)
甘味料「キシリトール」の効果は?
山田正
国民生活(1998)
トゥースフレソドリー協会の検定基準と市場展開
1_Ⅱ田正
食品と開発 29 (4); 11-13 (1994)
むし歯を予防する唾液の働き
阿部・一彦,阿部昌子,山田正
治療 7フ(8); 124-125 a995)
Ⅱ
日本トゥースフレソドリー協会
山田正
Gc circle 76 ' 46-47 (1995)
キシリトールの「うそ」と「ほんと」
Ⅱ1田正
宮歯会報 241;3-7 a997)
キシリトールを正しく理解する
山田正
健康教室 565 ; 76-79 a997)
トゥースフレンドリー協会の活動と協会認定の商品
山田正
Food style 21 1 (6); 41-44 (1鯛7)
1 2
新 甘 味 料 ・ キ シ リ ト ー ル は む し 歯 予 防 の 救 世 主 か
山 田 正
生 活 教 育  4 2  ( 6 ) ;  5 0 - 5 3  ( 1 9 9 8 )
歯 利 ・ 用 シ ー ラ ソ ド 材 と 環 境 ホ ル モ ソ
高 橋 信 博 , 山 田 正
仙 台 市 歯 科 医 師 会 報  1 4 3 ; 1 0 - 1 3  ( 1 9 9 8 )
健 康 食 品 ( キ シ リ ト ー ル ) 等 に 関 す る 正 し し 理 解
1 _ U 田 正
仙 台 市 歯 科 医 師 会 報  1 4 8 ; 1 3  a 四 8 )
歯 垢 微 生 物 の 糖 代 謝 と 食 品 の う 蝕 誘 発 性 ^ i n v i t r 0  お よ び  i n v i v o ^
Ⅱ _ 1 田 正
東 北 大 歯 誌  1 7 ; 1 8 3  a 9 9 8 )
学 会 発 表
R h o d o p S 側 d 0 脱 0 加 S  S つ h の o i d ι S  の 有 機 酸 代 謝 の シ ト ラ マ ル 酸 類 縁 化 合 物 に よ る 選 択 的
限 害
山 田 正 , 菊 地 吾 郎
生 化 学 誌  3 7  四 ) ; 6 備 ( 1 9 6 5 )
歯 垢 微 生 物 の 糖 代 謝
樋 口 允 子 , 1 山 田
歯 基 礎 誌  9 ; 1 6
歯 垢 微 生 物 の 糖 代 謝 ( Π ) ^ う 蝕 性 連 鎖 球 菌  P K - 1 の 乳 酸 生 成 ^
山 田 正 , 松 本 祥 子 , 小 林 香 枝 子 , 岩 見 憙 道 , 樋 口 允 子 , 荒 谷 真 平
歯 基 礎 誌  1 0  ;  2 0  a 9 6 8 )
( 第  1  報 )
正 , 岩 見 憙 道 , 荒 谷 真 平
a 9 6 7 )
歯 垢 微 生 物 の 糖 代 謝 ( 第 Ⅲ 報 )
^ し ゅ 奴 ガ C h i a d 例 加 祝  S つ . の 糖 お よ び 有 機 酸 代 謝 ^
樋 口 允 子 , 岩 見 憙 道 , 山 田 正 , 松 本 祥 子 , 小 林 香 枝 子 , 荒 谷 真 平
歯 基 礎 誌  1 0  ;  3 9  ( 1 9 6 8 )
う 蝕 性 レ ソ サ 球 菌  P K - 1  の 糖 代 謝
山 田 正 , 北 條 祥 子 , 小 林 香 枝 子 , 浅 野 淑 子 , 岩 見 憙 道 , 荒 谷 真 平
生 化 学 誌  4 1  ( 1 の ;  4 8 1  ( 1 9 6 9 )
歯 垢 微 生 物 の 糖 代 謝 ( 第 Ⅳ ) ^ 召 α d ι π ' 0 加 規 α 伽 4 か 地 h 0 抗 の 乳 酸 代 謝 ^
岩 見 憙 道 , 樋 口 允 子 , 山 田 正 , 荒 谷 真 平
歯 基 礎 誌  1 2  ;  2 4 2  ( 1 9 7 の
歯垢微生物の糖代謝(V)各種レソサ球菌の糖代謝の比較
北條祥子,小林香枝子,山田正,荒谷真平
歯基礎誌 12 (3); 243 a970)
う蝕誘発性レソサ球菌 PK-1 の乳酸生成の調節
山田正,小林香枝子,荒谷真平
生化学誌 42; a97の
歯垢徴生物の糖代謝(第Ⅵ報)
^ Badel・i0πe"1α"1αか1ιCh0抗とレソサ球菌の代胡ξ的相互作用^
岩見憙道,小林香枝子,北條祥子,Ⅱ_1田正,荒谷真平
歯基礎誌 13 (3); 340 a971)
CeⅡ aggregation と細菌表在性多糖の性状歯垢微生物の糖代謝(VⅡ)
樋口允子,山田正,荒谷真平,浅野淑子
歯基礎誌 13 (3);340 a97D
レソサ球菌の乳酸産生を促進する歯垢微生物の糖代謝(第Ⅸ報)
Badιπ'0πι?πα"1αか記ιh0ガi 由来の物質について^
岩見憙道,山田正,荒谷真平
歯基礎誌 14 ; 437 a972)
歯垢微生物の糖代謝(第X報)^S加が0ω郡船祝1ιm那の乳酸産生機構^
山田正,遠藤香枝子,岩見憙道,荒谷真平
歯基礎誌 15 ; 235 a973)
口腔レソサ球菌のフマール酸依存性 PEp carboxylase とアソモニア代謝
山田正,荒谷真平
生化学誌 45 (8); 588 a973)
Contr01 0f lactate formation in Sかしつt0ωCι記S ?π1ιtαπS and st1ιつt0ωιι1ιS Sα11g1ιis
Y.1Wami, T. Yamada, S. Araya
J De址 ReS 53 (5); 1096 (1974)
歯垢微生物の糖代謝(第幻Π報)
岩見憙道,山田正
歯基礎誌 16 ; 497 a974)
玲
^乳酸産生促進因子の作用機序^
E丘ects of ammonium on the carbohydrate metabolism of sheつt0ωCι1ιS "11ιtαπS
Strain pK-1
T. Yamada, Y. Endo, S. Araya
S加Pt0ω此1ιS 祝1ιmπS に見出された新しいタイプ歯垢微生物の糖代謝(XⅡ)
の乳酸脱水素酵素^
山田正,遠藤香枝子,荒谷真平
歯基礎誌 16 ; 497 a974)
NR e g u l a t i o n  o f  g l u c o s e  m e t a b o l i s m  i n  s t r e P 加 C o c c j
T .  Y a m a d a ,  J ,  c a r ] s s o n
J  D e n t  R e S  5 4  ;  L 7 4  ( 1 9 7 5 )
歯 垢 徴 生 物 の 絶 代 謝 ( 第 X I V 報 )  S 加 つ 加 m C 伽 S " 解 m 那 の グ ル コ ー ス 代 謝 訟 徐 行
岩 見 憙 道 , 山 田 正 , 荒 谷 真 平
歯 基 礎 誌  1 7  ;  4 8 2  ( 1 9 7 5 )
口 腔 連 鎖 球 菌 の 糖 代 謝
山 田 正
生 化 学 誌  4 7  ( 6 ) ;  2 8 0  a 9 7 5 )
レ ソ サ 球 菌 の 糖 代 謝 調 節
山 田 正
生 化 学 誌  4 7  ( 8 ) ;  4 2 1  a 9 7 5 )
A n  i n d u c i b l e  p y N v a t e  f o t m a t e - 1 y a s e  i n h i b i t e d  b y  g l y c e r a l d e h y d e - 3 - p h o s p h a t e  i n
S か ι P t o c o C ι 1 ι S  ? 1 1 1 ι t α 1 1 S
E .  H o s h i n o ,  T .  Y a m a d a ,  J .  c a r l s s o n
J  D e n t  R e S  弱 ;  D 1 8 7  ( 1 9 7 6 )
歯 垢 微 生 物 の 楯 代 謝 ( 第 X Ⅵ 報 ) レ ソ サ 球 菌 の 糟 代 謝 調 節
岩 見 憙 道 , 山 田 正 , 荒 谷 真 平
歯 基 礎 誌  1 9  ;  3 7 6  ( 1 9 7 フ )
S b ι つ t 0 ω C C 記 S  " 1 記 t α π S  F I L  の  S u c r o s e  イ 弌 謝 の 機 構
佐 藤 節 子 , 1 _ U 田 正
歯 基 礎 誌  2 0  ; 1 3 8  q 9 7 8 )
,
種 々 の 口 腔 連 鎖 球 菌 の 糖 代 謝 パ タ ー ソ
山 田 正 , 木 村 茂 , 岩 見 憙 道
歯 基 礎 誌  2 0  ;  2 0 7  a 9 7 8 )
S か ι P t 0 ι 0 ι C 1 ι S  " 1 1 ι t α 1 1 S
北 條 祥 子 , 山 田
生 化 学 誌  5 0  ( 9 )
P H - d r o p  i n  d e n t a l  p l a q u e  M t h  g l u c o s y l s u c r o s e  m e a s u r e d  w i t h  a n  i o n  s e n s i t i v e
f i e l d  e 丘 e d  t r a n s i s t o r
K . 1 g a r a s h i ,  T .  Y a m a d a ,  K .  K a m i y a m a
J  D e n t  R e S  認 ;  2 8  ( 1 釘 9 )
の 細 胞 最 表 層  g l u c a n  の 構 造 と 機 能
正 , 志 田 万 里 子 , 荒 谷 真 平
;  8 9 5  ( 1 9 7 8 )
C a t a b o l i s m  o f  g l y c o s y l s u c r o s e  b y  d e n t a l  p l a q u e  a n d  o r a l  m i c r o o r g a n i s m s
M .  M i t s u d o m i ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  5 8  ;  2 9  ( 1 9 7 9 )
,
E丘ect of nitrogenous compounds on glycolysis in s."1部tαπS PK-1
S. Biswas, Y.1Wami, T. Yamada
J De址 ReS 58 ; 229 (1979)
Stアιつt0ιOCC1ιS 1π1ιta"S と S力'しつt0ι0ιC1ιS Sαπξ記is
糖代謝
岩見憙道,山田正
歯基礎誌 21;]42 (1979)
SbιPtomcC記S 規記tαπS の糖代謝速度を調会行する Pyruvate kinase
阿部・一彦, U_1田正
歯基礎誌 21;143 a97の
,
口腔細菌および唾液酵素による glycosylsucrose の分解
光富勝,山田正
歯基礎誌 21;228 a979)
微小トラソジスタ電極による歯垢の
五十嵐公英,神ル1紀久男,山田
歯基礎誌 21; 230 a979)
の解糖反応律速段階と酸性 PH での
嫌気性口腔細菌のアミノ酸・有機酸代謝
星野悦郎,堀籠敏之,山田正
歯基礎誌 21; 235 a979)
Glucose 6-phosphate に絶文寸的にイ衣存する S力τPt0ωCC1ιS "11dαπS の Pyruvate kinase
阿部・一彦,山田正
生化学誌 51 (8); 787 (1979)
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連鎖球菌の解糖反応律速段階に対する PH の影響
岩見憙道,山田正
生化学誌 51 (8); 943 (1979)
PH 測定
正
Purification and properties of pyruvate ldnase from st1ιつtoc0ιC記S "11ιtαπS
K. Abbe, T. Yamada
J Dent ReS 59 ; 894 (1980)
Rate-Hmiting steps of g]ycolytic pathway in streptococci at acidic pH
Y,1Wami, T. Yamada
J Dent ReS 59 ; 895 (1980)
E丘ects of g}ycosylsucrose on a human plaque pH i11 か加0
K.1garashi, K. Kamiyama, T. Yamada
J Dnet ReS 59 ; 932 (1980)
,
1 6
P r o p e r t i e s  o f  p y r u v a t e  f o r m a t e - 1 y a s e  i n  s t l ' ι P t 0 卯 C C 1 ι S  " 1 1 ι t α π S
S .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
J  D e 址  R e S  5 9  ;  9 4 9  ( 1 9 8 0 )
C a t a b 0 Ⅱ S m  o f  g l y c o s y l s u c r o s e  b y  o r a l  m i c r o o r g a n i s m s  a n d  s a l i v a
M .  M i t s u d o m i ,  T .  Y a m a d a
J  D e 址  R e S  5 9  ;  9 6 6  ( 1 9 8 0 )
I s o c a p r o a t e  a n d  a - k e t o i s o c a p r o a t e  f o r m a t i o n  f r o m  l e u d n e  b y  P ι つ t o s t 1 ぞ つ t 0 卯 C ι 1 ι S
α % α ι 1 ' o b i 1 ι S
E .  H o s h i n o ,  T .  H o r i g o m e ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  5 9  ( D D  ;  1 8 9 3  ( 1 9 8 0 )
う 蝕 と 嫌 気 性 菌 ( 1 ) ・ う 蝕 象 牙 質 深 部 の 嫌 気 性 菌
星 野 悦 郎 , 堀 籠 敏 之 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  2 2  ;  1 0 7  ( 1 9 8 0 )
増 殖 状 態 及 び 休 止 状 態 の  S . 挽 1 ι m 那  P K 1  株 に お け る フ , 素 に よ る 解 糖 反 応 阻 害
岩 見 憙 道 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  2 2 ; 1 7 6  a 9 8 の
S 加 P t 0 ω C ι 1 ι S  " 1 1 ι m π S  の 糖 代 謝 に お け る フ ェ レ ド キ シ ソ の 役 割
樋 口 允 子 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  2 2  ;  2 6 9  a 9 8 0 )
S 力 ' し つ t o c o C ι 1 ι S  1 π 1 ι t α π S
北 條 祥 子 , 光 富
生 化 学 誌  5 2  ( 8 )
P y N v a t e  k i n a s e  f r o m  s t ? ' し つ t 0 ω ι C 1 ι S  S α π q 1 ι i s
S か し つ t 0 ω C ι 記 S  ? π 記 力 2 π S
K .  A b b e ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  6 0  田 ) ;  1 2 2 9  ( 1 9 8 1 )
の  S u c r o s e  及 び そ の 誘 遵 体 の 代 謝 機 構
勝 , 山 田 正
;  9 3 3  a 9 8 の
S t l ・ e つ t 0 ω ι ι 1 ι S  " 1 1 ι t α π S  の 酸 発 酵 転 換 に ヌ 寸 す る  P y N v a t e  f o r m a t e - 1 y a s e  の 役 割
高 橋 昌 子 , 阿 部 一 彦 , 山 田 正
歯 基 礎 誌 ; 3 4 3  a 9 8 D
S h ι P 加 ω 此 1 ι S  " 1 呪 地 π S  の 酸 素 感 受 性 酵 素  P y r u v a t e  f o r m a t e - 1 y a s e  の 嫌 気 的 精 製 と 特
異 な 阻 害 形 式
高 橋 昌 子 , 阿 部 一 彦 , 山 田 正
生 化 学 誌  5 3  ( 8 ) ;  7 3 6  a 9 8 1 )
I n
C o m p a r l s o n
W i t h  t h a t  f r o l n
Fructose l,6-bisphosphate により活性イヒされる Stπつt0ωιC1ιS Sα11g1ι太の Pyruvate
Idnase
阿部一彦,山田正
生化学誌 53 (8); 736 a98D
連続培養装置による Ad伽0祝ツ眺毎S卯S船 Frank1 の酸産生及び発酵転換につして
真木吉信,岩見憙道,山田正
歯基礎誌 24 ;143 a982)
口腔連鎖球菌による過酸化水素産生と解糖反応に対する hypothiocyanite の効果
岩見憙道,山田正
歯基礎誌 24 ;145 a982)
S加が0卯此榔祝1ιm那の糖代謝に対する酸素および PH の影響
阿部一彦,高橋昌子,山田正
歯基礎誌 24 ;1妬(1982)
口腔内連鎖球菌の酸素高感受性酵素 Py皿松te tormate-1yase の新しし活性測定方法
について
高橋昌子,阿部・一彦,山田正
歯基礎誌 24 ;151 a982)
下顎骨骨髄炎から分離された偏性嫌気性プロピオソ酸産生菌
越後成志,手島貞一,星野悦郎,山田正
歯基礎誌 24 ;382 a982)
Vι辺0加11αの嫌気乳酸代謝に対するセリソの促進効果の機構
星野悦郎,山田正
歯基礎誌 24 ; 383 a982)
口腔細菌の fNctosyltransferase による glycosysucrose の分解
北條祥子,山田正
歯基礎誌 24 ; 384 a982)
S加P加ωCC記S 抗1ιmπS の嫌気的糖代謝における酸素感受性酵素 Pyruvate
f01'matelyase の役害'
高橋昌子,阿部一彦,山田正
生化学誌 54 (8); 759 a982)
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Production and degradation of formate by Vιi11011e11α
E. Hoshino, T. Yamada
J De址 ReS 62 (4); 471 (1983)
E丘ect of oxygen on suger metabolism of oral streptococd
T. Yamada, S. Takahashi, K. Abbe
J Dent ReS 62 (4); 472 (1983)
1 8
H y d r o g e n  p e r o x i d e  e x c r e t i o n  b y  o r a l  s t r e p t o c o c c i  a n d  t h e  e 丘 e c t  o t
I a c t o p e r o x i d a s e - t h i o c y a n a t e
T .  Y a m a d a ,  J .  c a r i s s o n
J  D e 址  R e S  6 2  ( 4 ) ;  4 8 6  ( 1 9 8 3 ),
う 蝕 と 嫌 気 性 菌 ( 3 ) ・ 各 種 糖 に よ る 歯 垢  P H  の 低 下 と , そ の 人 の 歯 垢 中 に 多 い 嫌 気
性 菌 に つ し て
星 野 悦 郎 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  2 5 ;  8 4  a 9 8 3 )
S . ? 加 m π S  と  S . S 伽 ξ 記 i S  の 連 続 培 養 増 殖 と 酸 の 産 生 に 対 す る  P H  の 影 響
岩 見 憙 道 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  2 5  ; 2 3 4  a 9 8 3 )
S u g e r  m e t a b o l i s m  o f  s t 1 ι つ t o m ι C 1 ι S  抗 記 m π S  i n  a n a e r o b i c  l a y e 玲  o f  d e n t a l  p l a q u e
T .  Y a m a d a ,  K .  A b b e ,  S .  T a k a h a s h i - A b b e
J  D e n t  R e S  6 3  ( 3 ) ;  4 8 1  a 9 8 4 )
H y d r o l y s i s  o f  g l y c o s y l s u c r o s e  b y  t h e  p u r i f i e d  e n z y m e s  f r o m  s t プ ι P t o m c C 1 ι S  s a h ' か α 1 ' h イ S
S .  H o j o ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  6 3  ( 4 ) ; 弱 4  ( 1 9 8 4 )
O x y g e n - s e n s i t i v i t y  a n d  r e a c t i v a t i o n  o f  p y r u v a t e  f o r m a t e - 1 y a s e  i n  o r a l  s t r e p t o c o c c i
S .  T a k a h a s h i - A b b e ,  K .  A b b e ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  6 3  ( 4 ) ;  5 6 3  ( 1 9 8 4 )
S 加 つ 加 卯 " 榔 規 1 ι m π S  の  N A D H  o x i d a s e  の 誘 導 と そ の 性 質 a  )
樋 口 允 子 , Ⅱ _ 1 田 正
歯 基 礎 誌  2 6 ; 8 8  a 9 8 4 )
口 腔 レ ソ サ 球 菌 の 糖 代 謝 の 酸 素 傷 害 よ り の 回 復
山 田 正 , 高 橋 信 博 , 阿 部 昌 子 , 阿 部 一 彦 , 岩 見 憙 道
歯 基 礎 誌  2 6  ;  9 5  a 9 8 4 )
グ ル コ ー ス 制 限 お よ び 過 剰 培 養 レ ソ サ 球 菌 の 酸 生 成 速 度 の 調 節 機 構
岩 見 憙 道 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  2 6  ;  9 6  a 9 8 4 )
徴 小 ト ラ ソ ジ ス タ  P H  電 極 上 お よ び エ ナ メ ル 質 上 に 形 成 さ れ た 細 菌 叢 の 類 似 性
星 野 悦 郎 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  2 6  ; 1 0 4  ( 1 9 8 4 )
Siアιつt0ωCC1ιS sah'υα1'i1ιS の glycosulsucrose 水解酵素の来占製
北條祥子,山田正
生化学誌 56 (8); 613 a984)
口腔レソサ球菌の Py皿Vate formate-1yase の iπ祝'卯での再活性化と楯代謝への影
響
高橋信博,阿部昌子,阿部・一彦,岩見憙道,山田正
生化学誌 56 (8); 718 a984)
E丘ects of strictly anaerobic conditions on add production by streptococci
Y.1Wami, N. Takahashi, S. Hata, T. Yamada
J Dent ReS 64 ; 737 (1985)
Sorbitol metabolism in s.S4πg1ιiS απd s."1iガ01'
G. svensater, S. Takahashi-Abbe, D. Birkhed, K. Abbe, S. Edwardsson, T
Yamada
J Dent ReS 64 (4); 757 (1985)
口腔レソサ球菌の産生する有機酸量と水素イオソ量の相違
岩見憙道,高橋信博,畑真二,山田正
歯基礎誌 27 ; 323 a985)
嫌気的糖代謝の酸素傷害に対する各種レンサ球菌の対応の相違
高橋信博,阿部昌子,阿部一彦,山田正
歯基礎誌 27S ; 324 a985)
19
高度嫌気下における口腔レソサ球菌の酸産生に伴う PH の低下とそれにおよぼす
NaF の影響
畑真二,岩見憙道,高橋信博,山田正
歯基礎誌 27 ; 325 a985)
NADH oxidase を介する Sheつt0ωιC1ιS salhαガ記S fructosyltransferase の失活イヒ現
象
阿部一彦,阿部昌子, R. schoen, C. L. wittenberger,
生化学誌 57 (8); 746 a985)
Recovery of carbohydrate metab0ⅡSm of shιつt0ωιι1ιS ?π1ιtαπS and othet oral
Streptococci 丘om the impairment by oxygen
T. Yamada, N. Takahashi, S. Takahashi-Abbe, K. Abbe, Y.1Wami
In Hamada s, Michalek sM, Kiyono H, Menaker l, MCGhee JR (ed.),
Molecular microbi010gy and immunobi010gy of siアιつtomcC1ιS け11ιtαπS
Elsever sdence pubⅡShers B. V., Amsterdam; 455 住985)
山田正
2 0
B i o c h e m i c a l  m e c h a n i s m s  o f  d i 壬 f e r e n t  r e s p o n s e  o f  s t 光 つ t 0 ω ι C 記 S
S t ア e つ t o c 0 ι C 1 ι S  S α 記 g 1 ι i s  t o  o x y g e n - i m p a i r m e n t  o f  s u g a r  m e t a b o l i s m s
K .  A b b e ,  N .  T a k a h a s h i ,  S .  T a k a h a s h i - A b b e ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  6 5  ;  5 8 0  ( 1 9 8 6 )
T w o  d i f { e r e 址  N A D H  o x i d a s e s  s t i m u l a t i n g  a n d  p r o t e c t i n g  t h e  t o x i c  e f f e c t s  o f
a c t i v e  o x y g e n  o n  s h ι つ t o m ι ι 記 S  抗 1 ι t α π S
M .  H i g u c h i ,  K .  A b b e ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  6 5  ;  5 8 0  ( 1 9 8 6 )
高 度 嫌 気 条 件 下 で の 口 腔 レ ソ サ 球 菌 の 糖 代 謝 に 対 す る  N a F  阻 害 増 強 の 生 化 学 的 機 構
畑 真 二 , 岩 見 憙 道 , 神 Ⅱ 絲 己 久 男 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  2 8  ; 1 2 5  ( 1 9 8 6 )
口 腔 連 鎖 球 菌 の 乳 酸 脱 水 素 酵 素 の 四 次 構 造 の 変 化 に よ る 活 性 型 , 不 活 性 型 変 換 の 機 序
阿 部 ・ 一 彦 , 阿 部 昌 子 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  2 8  ; 1 5 6  ( 1 9 8 6 )
S か し つ t 0 ω C ι 1 ι S  " 1 1 ι t α π S  と  S h e つ t 0 ω ι ι 記 S  S α π g 記 i S  の 糖 代 謝 の 酸 素 傷 害 と そ の 回 復 の 機
構 , 及 び そ れ に 伴 う 糖 代 謝 産 物 の 変 動
高 橋 信 博 , 阿 部 ・ 一 彦 , 阿 部 昌 子 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  2 8 S  ; 1 諦 ( 1 9 8 6 )
レ ソ サ 球 菌 の  P y r u v a t e f o r m a t e - 1 y a s e  の 型 変 換 と そ の 糖 代 謝 へ の 影 響
高 橋 信 博 , 阿 部 一 彦 , 阿 部 昌 子 , 山 田 正
生 化 学 誌  5 8  ( 8 ) ;  8 3 0  ( 1 9 8 6 )
,
? 1 1 1 ι t α π S  a n d
A n a l y s i s  o f  o r g a n i c  a d d s  i n  d e n t i n  c a r i e s  l e s i o n
S .  H o j o ,  K .  A b b e ,  N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  6 6  ( 4 ) ;  9 2 3  ( 1 9 8 7 )
高 度 嫌 気 条 件 に お け る 口 腔 内 連 鎖 球 菌 の 菌 体 内 貯 蔵 多 糖 の 代 謝
高 橋 信 博 , 阿 部 一 彦 , 阿 部 昌 子 , 岩 見 憙 道 , 1 _ U 田 正
歯 基 礎 誌  2 9 ;  H 7  a 9 8 7 )
口 腔 レ ソ サ 球 菌 の 産 生 す る カ ル ポ ソ 酸 総 量 と 滴 定 さ れ る 酸 量 の 違 い
岩 見 憙 道 , 畑 真 二 , 高 橋 信 博 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  2 9  ; 1 1 8  ( 1 9 8 7 )
連 鎖 球 菌 の 酸 素 感 受 性 酵 素 ピ ル ビ ソ 酸 ギ 酸 り ア ー ゼ の 型 変 換
阿 部 一 彦 , 高 橋 信 博 , 阿 部 昌 子 , 山 田 正
生 化 学 誌  5 9  ;  9 0 0  ( 1 9 8 7 )
E v a l u a t i o n  o f  t h e  a c i d g e n i c  a c t i v i t y  i n  d e 址 a l  p l a q u e
e l e c t r o d e  m e t h o d
N .  T a k a h a s h i ,  K .  A b b e ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  6 7  ;  7 2 9  ( 1 9 8 8 )
b y  i n - d w e Ⅱ i n g
1 π  1 1 1 1 1 0
口腔細菌の糖代謝におけるピルビソ酸ギ酸りアーゼの役割
阿部・一彦,阿部昌子,高橋信博,山田正
歯基礎誌 30S ; 118 a988)
酸性環境における Sb即加ω此郷
岩見憙道,畑真二,山田
歯基礎誌 30 ; 118 (1988)
口腔細菌の酸素感受性酵素ピルビソ酸ギ酸りアーゼ
阿部一彦,高橋信博,阿部昌子,山田正
生化学誌 60 ; 934 a988)
Organic acids and pH in carious dentin
S. Hojo, K. Abbe, N. Takahashi, T
J Dent ReS 68 ; 668 (1989)
伽1ιmπSJC2 の増殖と酸産生
正
Acid production by S力τつt0ωCC影S 1π1ιt4πS at low pH
T. Yamada, Y.1Wami, K. Abbe
J De址 ReS 68 ; 965 (1989)
酸性環境における S加つ加m此猫抗併α榔 JC2 による乳酸産生増加の機構
岩見憙道,阿部一彦,阿部昌子,山田正
歯基礎誌 31;102 (1989)
口腔連鎖球菌のピルビソ酸ギ酸りアーゼの活性化調節機構
阿部昌子,阿部一彦,岩見憙道,高橋信博,山田正
歯基礎誌 31;1船 a989)
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Yamada
S加が0ω"加祝1ιm郷のピルビソ酸ギ酸りアーゼの酸素感受性活性型と酸素耐性不活
性型の相互変換
阿部一彦,阿部昌子,岩見憙道,高橋信博,山田正
生化学誌例;967 a989)
Acid profile and pH in carious dentin
S. Hojo, K. Abbe, N. Takahashi, K. Komatsu, R. okuda, T. Yamada
J Dent ReS 69 (4); 1045 (199の
C02 in dental plaque during ureolysis
E. F.1. pearce, Y.1Wami, T. Yamada
J Dent ReS 69 ; 1681 (1990)
高度嫌気環境に船ける口腔連鎖球菌の増殖と酸産生に対する酸性 PH の影響
岩見憙道,山田正
歯基礎誌 32;97 (1四の
2 2
口 腔 連 鎖 球 菌 の ビ ル ビ ソ 酸 ギ 酸 り ア ー ゼ と そ の 活 性 化 酵 素
阿 部 ・ 一 彦 , 阿 部 昌 子 , 岩 見 憙 道 , 商 橋 信 博 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  3 2  ;  9 7  ( 1 9 9 0 )
口 腔 連 鎖 球 菌 に よ る 酸 性 環 境 に お け る 乳 酸 産 生 増 加 の 機 構
岩 見 憙 道 , 阿 部 一 彦 , 阿 部 昌 子 , 山 田 正
生 化 学 会 誌  6 2 ; 8 船  a 明 0 )
O x y g e n - s e n s i t i v e  p y r u v a t e  f o r m a t e 】 l y a s e  o f  o r a l  b a c t e t i a
S .  T a k a h a s h i - A b b e ,  K .  A b b e ,  N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a t n a d a
J  D e n t  R e S  7 0  ;  7 8 6  ( 1 9 9 1 )
D i f f e T e n c e  i n  c o n v e r s i o n  o f  p y r u v a t e  f o r m a t e - 1 y a s e  b e t w e e n  o r a l  s t r e p t o c o c c i
K .  A b b e ,  S .  T a k a h a s h i - A b b e ,  Y . 1 W a m i ,  N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  7 0  ;  2 2 7 9  ( 1 9 9 1 )
重 炭 酸 に よ る  A d 伽 0 祝 1 影 S  悦 ' S ω S 郷 の 穂 代 謝 促 進 作 用 と そ の 生 化 学 的 機 構
高 橋 信 博 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  3 3 S  ; 1 7 9  a 9 9 1 )
,
ク ロ ル ヘ キ シ ジ ソ に よ る 口 腔 連 鎖 球 菌 の 解 糖 反 応 の 阻 害 段 階
岩 見 憙 道 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  3 3  ; 1 8 0  a 9 9 D
S 加 つ 加 m C 解 S  祝 1 ι m 郷 の ピ ル ビ ソ 酸 ギ 酸 リ フ ー ゼ の 活 性 化 酵 素 お よ ぴ 活 性 化 機 構
阿 部 一 彦 , 阿 部 昌 子 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  3 3  ; 2 印 ( 1 9 9 D
S h ι つ 加 ω 此 記 S  祝 影 m π S  の ピ ル ビ ソ 酸 キ 酸 り ア ー ゼ の 活 性 イ ヒ 酵 素
阿 部 昌 子 , 阿 部 一 彦 , 山 田 正
生 化 学 誌  6 3  ( 8 ) ;  9 2 2  a 9 9 D
A c t i v a t i o n  a n d  i n a c t i v a t i o n  o f  p y r u v a t e  f o r m a t e - 1 y a s e  i n  o r a l  s t r e p t o c o c c i
K .  A b b e ,  S .  T a k a h a s h i - A b b e ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  7 1  ;  6 9 5  ( 1 9 9 2 )
A d d o g e n i c i t y  o f  A C ガ π 0 " 1 y C ι S  i n  t h e  p r e s e n c e  o f  b i c a r b o n a t e  i 1 1  υ i t r o
N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  7 1  ;  1 0 4 8  ( 1 9 9 2 )
S 加 つ 加 卯 此 那 抗 1 ι m π S  の ビ ル ビ ン 酸 ギ 酸 り ア ー ゼ の 活 性 化 酵 素 の 性 質
阿 部 一 彦 , 阿 部 昌 子 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  3 4  ;  7 3  ( 1 四 2 )
S加がommιS 仇1ιm榔の糖代謝に伴う菌体内 PH の変化
岩見憙道,山田正
歯基礎誌 34 ;73 a992)
口腔乳酸捍菌のソルビトール代謝の酸素傷害とその酢酸による回復機構
高橋信博,山田正
歯基礎誌 34S ; 230 a992)
口腔アクチノミセスのソルビトール代謝におけるソルビトール脱水索酵素とフルクト
キナーゼの関与
高橋信博, S. KaHas,山田正
生化学誌 64 ; 657 (1的2)
IntraceⅡUlar pH during sugar metabolism of oral streP加COCCI
Y.1Wami, T. Yamada
J Dent ReS 72 ; 400 (1的3)
Catabolism of sorbitolin oral ACガπのπyCιS
N. Takahashi, S. Kalfas, T. Yamada
J Dent ReS 72 ; 7認(1993)
連鎖球菌ピルビソ酸ギ酸りアーゼの酸素耐性な可逆的不活性型への変換酵素(PFL
不活性化酵素)
阿部一彦,阿部昌子,山田正
歯基礎誌 35 (補冊);195 (1993)
口腔 Ad伽0抗y卯S に特徴的な糖代謝系りソ酸化酵素
高橋信博,Ⅱ_1田正
歯基礎誌 35S ; 274 (1的3)
スクロースの脂肪酸エステルによる口腔連鎖球菌の酸産生反応の阻害段階
岩見憙道,山田正
歯基礎誌 35 ; 275 a993)
口腔アクチノミセスの糖代謝に関するりソ酸化酵素
高橋信博,山田正
生化学誌備;87フ(1四3)
Phosphorylating enzymes involved in sugar fermentation of oral ACガπ0"1}ιιS
N. Takahashi, T. Yamada
J Dent ReS 73 ; 348 (as a nominee for Edward Hatton Award)(1994)
E丘ect 0壬 fluorhydroxyapatite-derived auoride on acid production by stナιPt0ωιι記S
抗記立2πS
N. Guha-chowdhury, Y.1Wami, E.1. F, pearce, T. Yamada
J Dent ReS 73 ; 424 (1994)
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P h o s p h o r y l a t i n g  e n z y m e s  i n v o l v e d  i n  s u g a r  f e r m e n t a t i o n  o f  o r a l  A ι h ' π 0 " 1 y ι ι S
N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
J  D e 址  R e S  7 3  ;  9 0 1  ( 1 9 9 4 )
歯 垢 細 菌 の ス ク ロ ー ス ま た は グ ル コ ー ス 代 諭 " こ 対 す る ソ ル ビ ト ー ル の 抑 制 効 果 に 関 す
る 研 究
阿 部 ・ 一 彦 , 阿 部 昌 子 , 高 橋 信 博 , 1 _ U 田 正
歯 基 礎 誌  3 6  ( 補 冊 ) ;  9 0  ( 1 9 9 4 )
口 腔  A d 伽 0 祝 ) 影 S  の 好 気 的 乳 酸 代 謝
高 橋 信 博 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  3 6 S  ; 兜  a 9 9 4 )
S . 抗 1 ι m π S  の 菌 体 外 へ の 水 素 イ オ ソ 排 出 に 対 す る 塩 化 ナ ト リ ウ ム と 塩 化 カ リ ウ ム の 影
糾 」
岩 見 憙 道 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  3 6  ;  2 2 0  a 9 9 4 )
O x y g e n - s e n s i t i v e  r i b o n u c l e o t i d e  r e d u c t a s e  o f  a n a e r o b i c a Ⅱ y  g r o w n  s h ι つ t o m ι ι 1 ι S
" 1 1 ι t a % S
N .  o k a d a ,  K .  A b b e ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  7 4  ;  5 0 3  ( 1 9 9 5 )
C l o n i n g  a n d  s e q u e n c e  a n a l y s i s  o f  t h e  つ j l  g e n e  f r o m  s . ? π 1 ι t 4 % S
Y .  Y a m a m o t o ,  Y .  s a t o ,  K .  A b b e ,  S .  T a k a h a s h i - A b b e ,  T
J  D e n t  R e S  7 4  ;  5 0 5  ( 1 9 9 5 )
S o r b i t o l i n h i b i t i o n  o n  s u g a r  m e t a b o l i s m  o f  p l a q u e  m i c r o o r g a n i s m s
K .  A b b e ,  S .  T a k a h a s h i - A b b e ,  N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  7 4  ;  5 0 6  ( 1 9 9 5 )
E 丘 e c t s  o t  r a p i d  a d d i f i c a i t o n  o n  o r a l  s t r e p t o c o c c i
N .  T a R a h a s h i ,  M .  H o r i u c h i ,  T .  Y a m a d a
J  D e 址  R e S  7 4  ;  5 0 7  ( 1 9 9 5 )
,
E 丘 e c t s  o f  s o d i u m  i o n  o n  p r o t o n  e x c r e t i o n  o f  s . ? π 1 ι t α 1 1 S
Y . 1 W a m i ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  7 4  ;  5 0 7  ( 1 9 9 5 )
A d d o g e n i c i t y  o f  t h e  t h r o a t  l o z e n g e s  a v a i l a b l e  i n  J a p a n
P .  z h a n g ,  K .  A b b e ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  7 4  ;  9 7 9  ( 1 9 9 5 )
,
,
Y a m a d a
飴にクェソ酸を含有した場合の歯垢PHの変化に及ぼす影響
張平,阿部一彦,山田正
歯基礎誌 37 (補冊);119 (1995)
Sかしつ加ωC卿S 祝記mπS の事前のソルビトール代謝が引き続くグルコース代謝に与える
影響
阿部・一彦,阿部昌子,高橋信博,山田正
歯基礎誌 37 (補冊);119 a995)
塩化ナトリウムによる口腔連鎖球菌の酸産生反応の阻害段階
岩見憙道,山田正
歯基礎誌 37 ; 223 (1995)
急激な PH 低下が口腔レソサ球菌の糖代謝能と増殖能に与える影響
高橋信博,堀内雅彦,山田正
歯基礎誌 37S ; 224 (1四5)
S加っ加卯"郷祝1ιmπS ビルビソ酸ギ酸リフーゼ遺伝子(pa)の全塩基配列の決定と
この酵素の活性化酵素遺伝子の検索
山本康人,佐藤裕,阿部一彦,阿部昌子,山田正,木崎治俊
生化学誌 67 (フ); 696 a995)
Glucose and lactate a丘ect growth and end-products of p0ゆh)1'0"10παS giπξ加αlis
and 四ルかoteua iπtι1"1edia
K. saito, N. Takahashi, H. Horiuchi, T. Yamada
J Dent ReS 75 ; 98 (1996)
Add-induced protection against acid-impairment in st光つ加ωCC1ιS Sαπg記is
N. Takahashi, T. Yamada
J De址 ReS 75 ; 99 (1996)
Inhibition of acid production by strιつt0ωιC記S ?π記tαπS NCTC I0449 by sodium ion
Y.1Wami, N. Guha-chowdhury, T. Yamada
J Dent ReS 75 ; 99 (1996)
急激な PΠ低下が代表的歯垢細菌の生存率と増殖倉獣こ及ぽす影響にっいて
堀内雅彦,高橋信博,真柳秀昭,山田正
歯基礎誌 38S ;182 a99田
口腔内レソサ球菌のデオキシリポヌクレオチト生成に関する研究
岡田直人,阿部一彦,山田正
歯基礎誌 38 (補冊);182 (1996)
In viv0 電極内蔵法及び血 Vi廿0 歯垢懸濁液法によるシロ"プ液状総合感冒剤の酸
産生性の検討
尹梅,阿部・一彦,山田正
歯基礎誌 38 ;1部(1996)
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グ ノ レ コ ー ス カ ニ  P 0 功 h ツ 才 0 " 1 0 π α S  g i π g υ α 五 S  と  P 光 か 0 ル π α  i π た 才 挽 ι d i α の 歯 周 病 原 性 因 子
産 生 に 与 え る 影 轡
齋 藤 薫 , 高 橋 信 博 , 堀 内 博 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  3 8 S  ; 1 8 4  a 9 9 6 )
N e u t r a l i z i n g  a c t i v i t y  o f  p e r i o d o n t o p a t h i c  b a c t e r i a
N .  T a k a h a s h i ,  K .  s a i t o ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  7 6  ;  2 2 6  ( 1 9 9 7 )
糖 代 謝 中 の 連 鎖 球 菌 の 還 元 型 ピ リ ジ ソ ヌ ク レ オ チ ト の 細 胞 内 レ ベ ル の 連 続 測 定
岩 見 憙 道 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  3 9  ; 1 認 ( 4 8 9 ) ( 1 9 9 7 )
歯 垢 細 菌 の マ ル ト ー ス ま た は 澱 粉 分 解 に 対 す る マ ル ト ト リ イ ト ー ル の 抑 御 依 力 果 に 関 す
る 研 究
阿 部 昌 子 , 阿 部 一 彦 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  3 9 ; ] 印 ( 1 的 7 )
,
N o n - m u t a n s s t r e p t o c o c d  の 耐 酸 性 育 E お よ び そ の 誘 導 能 に つ し て
高 橋 信 博 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  3 9 S  ;  4 9 5  a 9 9 7 )
A d d o g e n i C 北 y  a n d  a c i d u r a n c e  o f  n o n - m u t a n s  s t r e p t o c o c c i  a n d  t h e i r  i n d u c t i o n  b y
a n  a c i d i c  e n v i r o n m e n t
N .  T a k a h a s h i ,  T '  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  7 フ ;  2 8 6  ( 1 9 9 8 )
S か e つ t 0 ω 此 1 ι S  祝 1 ι m π S  の ソ ル ビ ト ー ル イ 弌 謝 の 酸 素 に よ る 阻 害 段 階
岩 見 憙 道 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  4 0  ; 1 9 1  a 9 9 8 )
歯 周 病 関 連 菌  P ル 加 た π α  i π 加 1 " 1 ι d i α と  P π υ 0 た l m  π 1 曾 π S C ι π S  の ア
高 橋 信 博 , 山 田 正
歯 基 礎 誌  4 0 S  ;  3 8 4  a 9 9 8 )
P a t h w a y s  f o r  a m i n o  a c i d  a n d  g l u c o s e  m e t a b o H s m  b y  o r a l  p r e v o t e Ⅱ a
N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
J  D e 址  R e S  7 8  ;  2 5 9  ( 1 9 9 9 )
I n h i b i t i o n  o f  s o r b i t o l  m e t a b o l i s m  b y  a i r - e x p o s u r e  o f  s t 1 ι つ t 0 ω ι ι 記 S
" 1 1 ι t α π S  c e 1 1 S
Y . 1 W a m i ,  S .  T a k a h a s h i - A b b e ,  N .  T a k a h a s h i ,  T .  Y a m a d a
J  D e n t  R e S  7 8  ;  3 4 6  ( 1 9 9 9 )
,
ノ 酸 代 謝 経 路
、 、 、
PIE加tι11α iπたア"1ιdl'a can utiHze proteins available in oral cavity
1. Yamada, N. Takahashi, H. Horiuchi, T. Yamada
J Dent ReS 78 (5); 1118 (1999)
Coptidis Rhizoma and berberine inhibit growth and protease of oral bacteria
J. P. HU, N. Takahashi, T. Yamada
J Dent ReS 78 (5); 1118 (1999)
P0ゆ加m祝飢4S g魏ghα論のぺプチド代謝:細胞毒性代謝産物の産生経路とそれに関
わる代謝酵素
商橋信博,佐藤拓一,山田正
歯基礎誌 41 (5); 89 a999)
ソノレビトーノレおよびキシリトールによる S力ぞつt0ι0ιC記S 1π乙tαπS のグノレコース代謝阻
害とその機構
岩見憙道,阿部昌子,高橋信博,山田正
歯基礎誌 4](5); 166 (1999)
口腔レソサ球菌のヌクレオチド代謝に関する研究
岡田直人,高橋信博,阿部昌子,阿部・一彦,山田正
歯基礎誌 41 (5);166 (1999)
XyⅡt01による Mutansstreptococd の酸産生阻害効果●増殖条件と PH の影響
宮澤はるみ,高橋信博,佐藤拓一,真柳秀昭,山田正
東北大歯誌(印刷中) a999)
27
E丘ed ot various food intakes on dental plaque-PH in vivo
S. Takahashi-Abbe, K. Abbe, Y. Tamazawa, T. Yamada
JADR an press)(1999)
Growth-phase- and pH-dependent xylitolinhib北ionOn
Shιつt0ωιι1ιS 祝記tαπS
H. Miyasawa, N. Takahashi, T. sato, Y.1Wami, H. Mayanagi, T. Yamada
IADR (予定)(2000)
MetaboHc pathways for cytotoxic end-products formation by p0ゆh)10"10παS
giπgi微lis
N. Takahashi, T. sato, T. Yamada
IADR (予定)(2000)
講演
カップリソグ.シュガーなど低う蝕性代用甘味料のう蝕誘発性の評価
新潟歯学会総会・新潟大歯学部 a981)
Produc ion ofacid
2 8
歯 周 病 と 嫌 気 性 細 菌 の 作 用
宮 城 県 歯 科 医 師 会 夏 期 講 習 会 ・ 東 北 大 歯 学 部  q 9 8 印
S u g a r  m e t a b o l i s m  o f  s t r e p t o c o c c i i n  d e n t a l  p l a q u e  a n d  i n  a  t e s t  t u b e
I A D R  オ ー ス ト ラ リ ア , ニ ュ ー ジ ー ラ ソ ト 部 会 総 会 開 会 講 演 ・  o t a g o  ( 1 9 9 0 )
J  D e 址  R e S  7 0  ( 4 ) ;  6 5 0  ( 1 9 9 1 )
A d d  p r o d u c t i o n  i n  d e n t a l  p l a q u e  a n d  i n  a  t e s t  t u b e
I A D R  韓 国 部 会 総 会 特 別 講 演 ・  s e o u l ( 1 9 9 2 )
J  D e n t  R e S  7 1  ( 4 ) ;  1 0 7 5  ( 1 9 9 2 )
食 物 と 虫 歯 の 親 密 な 関 係
青 森 県 学 校 歯 科 保 健 研 究 大 会 ・ 青 森 県 教 育 会 館 ( 1 9 9 2 )
( 通 訳 ) ビ ル ク ヘ , ト 教 授 来 仙 特 別 講 演
仙 台 歯 科 医 師 会 特 別 講 演 会 ・ 宮 城 県 歯 科 医 師 会 館  a 9 9 3 )
む し 歯 に な ら な し た め に は , 何 を 食 べ た ら よ し か ?
青 森 市 学 校 歯 科 医 会 ・ 青 森 県 教 育 会 館  a 9 9 3 )
,
食 生 活 と 健 康 づ く り
^ む し 歯 に な ら な し た め に ^
第 N 回 北 海 道 学 校 歯 科 保 健 研 究 大 会 ・ 北 海 道 歯 科 医 師 会 館  a 四 3 )
食 生 活 か ら 見 た ム シ 歯 予 防
^ 何 を 食 べ た ら ム シ 歯 に な ら な い か ^
茨 城 県 歯 科 医 師 会 東 西 茨 城 水 戸 支 部 合 同 講 演 ・ 茨 城 県 歯 科 医 師 会 館 ( 1 9 9 5 )
食 品 の ウ 蝕 誘 発 性 の 評 価 と ウ 蝕 誘 発 性 に 与 え る 諸 因 子 の 影 響
シ ュ ガ ー レ ス 菓 子 開 発 セ ミ ナ ー ・ 食 の 科 学 ( 光 琳 )  2 1 8 ;  5 6 - 6 1  ( 1 9 9 6 )
新 甘 味 料 に よ る む し 歯 予 防 改 革 へ
^ キ シ リ ト ー ル の 「 う そ 」 と 「 ほ ん と 」
第 2 3 回 歯 科 保 健 研 究 集 会 ・ 旭 川 グ ラ ソ ド ホ テ ル ( 1 9 9 7 )
「 む し 歯 と 食 生 活 」
( キ シ リ ト ー ル は 奇 跡 の 甘 味 料 か ? )
第 2 1 回 む し 歯 0 を め ざ し て 休 ■ 大 崎 歯 科 医 師 会 ・ 古 川 市 民 会 館  a 9 9 8 )
歯 科 常 識 の ウ ソ
第 1 7 回 宮 城 県 歯 科 保 健 大 会 ・ 仙 台 国 際 セ ソ タ ー  a 9 9 9 )
む し 歯 は 食 生 活 習 慣 病 甘 V も の を 食 べ て も む し 歯 に な ら な い 方 法
ド リ ー ム 2 1 フ ォ ー ラ ム ・ 広 瀬 文 化 セ ソ タ ー ( 1 9 9 9 )
生 化 学 か ら 見 た 歯 科 疾 患
仙 台 市 学 校 歯 科 医 会 講 演 会 ・ 宮 城 県 歯 科 医 師 会 館  a 四 9 )
対談,質疑・応答
餓蝕と口腔微生物.エ.ナメル質鰯蝕の初発と進行・傷蝕と食餌・餓蝕と遺伝.病因と
予防の接点
飯塚喜一,池田正,落合靖一,須賀昭一,中田稔,山田正
歯界展望別冊; 32-39,81-86,132-139,164-171,20卜206 (1982)
プラ,クについて(2)プラ,クとムシ歯(上)
落合靖一,山田正,池田正,松江一郎
Dental Diamond ・ 122-126 a983)
プラ,クにっいて(2)プラ,クとムシ歯(下)
落合靖一,山田正,池田正,松江・一郎
Dental Diamond ' 126-131 d983)
鰯蝕と砂糖のものがたり
山田正,谷口威夫
歯界展望 79 (フ); 1569-1576 (1992)
,
オリゴ糖のう蝕誘発性
山田正
日本医事新報 3584 ; 170-171 (1993)
,
本当にムシ歯を防ぐには
ーー甘いものを食べて、歯磨きすれば大丈夫!と信じてVませんか
山田正,深野孝昭
希望 273 ; 9-10 a997)
29
キシリトールは,本当にむし歯予防に効果があるのでしょうか
山田正
健 27 (3); 6-8 a998)
餓蝕の成因
山田正
日本医事新報 3884 ; 113-114 (1羽8)
そ の
ソトコメ
山田正
虫歯と COUPHng sugar 第 1回研究会議報告書; 6
生部(1975)
他
国立予防衛生研究所歯科衛
3 0
C o u p l i n g  s u g a r  の 醗 酵 性 に つ い て
山 田 正 , 佐 藤 節 子 , 荒 谷 真 平
虫 歯 と  C O U P Ⅱ n g  s u g a r  第  2  回 研 究 会 議 報 告 書 ; 1 7 - 1 8
科 衛 生 部 ( 1 9 7 6 )
S t r e p t o c o c c u s  m u t a n S  に よ る  G l u c o s y l  s u c r o s e ,  M a l t o s y l  s u c r o s e  力 、 ら の 酸 生 成
山 田 正 , 木 村 茂 , 五 十 嵐 公 英
虫 歯 と  C O U P Ⅱ n g  s u g a r  第 3  回 研 究 会 議 報 告 書 ; 1 3 - 1 8 . 国 立 予 防 衛 生 研 究 所 歯
科 衛 生 部 ( 1 9 7 フ )
G l y c o s y l s u c r o s e  の 口 腔 内 微 生 物 お よ び 歯 垢 懸 濁 液 に よ る 代 謝
光 富 勝 , 木 村 茂 , 山 田 正
虫 歯 と  C O U P Ⅱ n g  s u g a τ 第 4 回 研 究 会 議 報 告 書 ; 1 8 - 2 0 . 国 立 予 防 衛 生 研 究 所 歯
科 衛 生 部  a 9 7 8 )
G l y c o s y l s u c r o s e  か ら の 人 の 口 腔 内 歯 垢 で の 酸 生 成
五 十 嵐 公 英 , 山 田 正
虫 歯 と  C o u p l i n g  s u g a r  第 4  回 研 究 会 議 報 告 書 ; 5 6 一 印
科 衛 生 部  a 9 7 8 )
代 用 糖 会 議 ( ジ ュ ネ ー ブ ) に 参 加 し て
山 田 正
虫 歯 と  C o u p l i n g  s u g a r  第  4  回 研 究 会 議 報 告 言 1 ; 7 2
生 部  a 9 7 8 )
国 立 予 防 衛 生 研 究 所 歯
G l y c o s y l s u c r o s e  に よ る 口 腔 内 歯 垢 下  P H  の 低 下
五 十 嵐 公 英 , 山 田 正
虫 歯 と  C o u p l i n g  s u g a r  第  5  回 研 究 会 議 報 告 書 ; 2 2 - 2 8
科 衛 生 部  a 9 8 0 )
歯 垢 微 生 物 に よ る  G l y c o s y l s u c r o s e  の 代 謝
光 富 勝 , 山 田 正
虫 歯 と  C o u p l i n g  s u g a r  第  5  回 研 究 会 議 報 告 書 ; 2 9 - 3 2
科 衛 生 部 ( 1 9 8 0 )
異 国 の 仲 間 達
山 田 正
北 斗 七 星  2 7  ; 3 - 4  a 9 8 3 )
国 立 予 防 衛 生 研 究 所 歯
甘 い 物 は 食 事 と 一 緒 に 取 る
山 田 正
河 北 新 報  2 2  a 9 8 5 )
国 立 予 防 衛 生 研 究 所 歯 科 衛
国 立 予 防 衛 生 研 究 所 歯
虫 歯 の で き る メ カ ニ ズ ム を 研 究
国 立 予 防 衛 生 研 究 所 歯
第69回国際歯科研究学会総会
山田正
学術月報 U 四);889-890 a991)
教官と学生の交流
^退任の挨拶にかえて^
山田正
広報 151; 26-27 a992)
レス製品と力し歯ンユカ
山田正
Sugarless News.ロケット社・戸ーヌ・プーラソジャパン a992)
3]
力し歯にならないために
Ⅱ、1田正
赤旗 5. Jun a994)
甘Vものを上手に食べれば
